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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

(1)学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

理工学部理工学科の入学定員 420 名については、将来にわたり学生を

確実に確保可能な規模と見込んでいる。 

入学定員の設定は、養成する人材に係る社会的・地域的な需要を踏ま

え、本学部の教育研究活動を推進する一方その実施方法に留意しつつ、

私立大学として安定的な財務基盤を築くことを前提に行なった。 

その規模の設定については、学生募集の最大の母集団となる 18 歳人

口の推移を前提に、本学の立地する東京都における年齢別人口の動向、

高等学校及び中学校の在籍者数、高等学校を卒業した者の大学進学等の

状況、理工学部の大学進学等の状況、近隣の理工学系学部の入学志願状

況ならびに定員充足の状況、さらには本学自身の学生募集力など、本学

を取り巻く様々な状況とデータを比較分析して想定した。そのうえで、

外部委託により高校２年生を対象とした進学需要調査を実施した。進学

需要調査は東京都を中心とした地域（東京都に加えて、神奈川県、埼玉

県、千葉県の 1 都 3 県）の高等学校（全日制のみとし、中等教育学校を

含む。以下、「高等学校」とする）に在籍している高校生を対象に行った。

それらの結果等も総合的に勘案し、他大学との競争力を有しつつ、確実

に確保可能と見込まれ、かつ入学者選抜の機能が低下しない範囲の入学

定員として設定している。 

なお、本学の一般入試の志願者の地域別の傾向として、東京都、神奈

川県、埼玉県、千葉県の 1 都 3 県で 80％程度を占めており、志願者全体

の約 40％が東京都である＜資料１＞ことから、以下に根拠を示すにあた

っては、まずは東京都を含めた上記１都３県について検証を行うことと

した。 

 

イ 定員充足の根拠となるデータの概要 

a 公的機関等による地域の人口動態  

1) 全国と 1 都 3 県の人口動態及び 18 歳人口等の概要 

令和元年 10 月 1 日現在の全国の 18 歳人口は、人口推計（総務庁

統計局、令和 2 年 4 月 14 日公表）によれば約 118 万人である。 

また、今後の 18 歳人口の推移は、学校基本調査を基にリクルート

進学総研が作成した資料によれば、令和元年（2019 年）を 100 とし
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た場合に令和 13 年（2031 年）までの推移としては、全国平均では

88.0％まで減少するが、１都３県全体では 94.2％、埼玉県では

91.0％、千葉県では 90.4％、東京都では 98.6％、神奈川県では 93.8％

までの減少にとどまり、このことから入学対象者の減少は全国に比

較して緩やかであることが予測される＜資料２＞。 

 

2) 1 都 3 県の高等学校及び中学校の在籍者数 

令和 2 年度の学校基本調査（文部科学省）によると、開設初年度

の受験対象者となる東京都内の高等学校（全日制・定時制）に在籍

している 2 年生の生徒数は 101,750 人、開設 2 年目に受験対象者と

なる東京都内の高等学校（全日制・定時制）に在籍している 1 年生

の生徒数は 102,946 人となっている。また、開設 3 年目に受験対象

者となる東京都内の中学校に在籍している 3年生の生徒数は 98,096

人、開設 4 年目に受験対象者となる東京都の中学校に在籍している

2 年生の生徒数は 102,299 人、開設 5 年目に受験対象者となる東京

都の中学校に在籍している１年生の生徒数は 104,010 人である。同

様に、神奈川県、埼玉県及び千葉県も［表１］のとおり推移してい

る。 

 

また、同じく学校基本調査（文部科学省）によると東京都の中

学校を卒業した者の高等学校等への進学率（令和元年度以前５年

間の平均）でほぼ 98.7％、同様に、神奈川県では 99.0％、埼玉県

では 99.0％、千葉県では 98.8％で推移しており、高等学校卒業生

が大きく減少することはないと見込まれる。 

 

3) 1 都 3 県の大学進学状況と在籍者数 

また、学校基本調査によると、東京都の高等学校を卒業した者の

［表１］開設初年度から完成年度までの１都３県における高等学校及び中学校の在籍者数 

 高校2年生 高校1年生 中学3年生 中学2年生 中学1年生
(開設1年目) (開設2年目) (開設3年目) (開設4年目) (開設5年目)

東京都 101,750 102,946 98,096 102,299 104,010
神奈川県 66,686 66,474 73,452 75,309 75,948
埼玉県 55,772 56,081 61,163 62,611 62,681
千葉県 48,328 48,584 51,293 52,765 52,815
合計 272,536 274,085 284,004 292,984 295,454

※高校は全日制・定時制における生徒数　　※令和2年度学校基本調査より一部抜粋して作成
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過去 3 年間の大学進学状況は、令和 2 年度 3 月は卒業者 100,178 人

のうち大学進学者は 66,737 人で大学進学率は 66.6％、令和元年度

3 月は卒業者 101,723 人のうち大学進学者は 66,248 人で大学進学率

は 65.1％、平成 30 年 3 月は卒業者 101,782 人のうち大学進学者は

65,863 人で大学進学率は 64.7％、平成 29 年 3 月は卒業者 102,326

人のうち大学進学者は 67,455 人で大学進学率は 65.9％、平成 28 年

3 月は卒業者 100,422 人のうち大学進学者は 66,778 人で大学進学率

は 66.5％となっている。また、東京都内の高等学校を卒業した者の

過去 10 年間の大学進学率は、平成 23 年 3 月の 65.5％から令和 2 年

3 月までは 66.6％とほぼ変わっていない。同様に、神奈川県、埼玉

県及び千葉県も［表２］のとおり、安定した大学進学率を維持して

いる。 

学生募集の最大の母集団となる 18 歳人口の推移を前提に、本学

の志願者の 8 割を占める 1 都 3 県における年齢別人口の動向、高等

学校及び中学校の在籍者数、高等学校を卒業した者の大学進学状況

からみて、中長期的な入学定員の確保に影響を及ぼす人口動態には

変化がないと見込まれる。 

 

 

 

b 理工学・情報科学同系分野における入学志願者の動向 

私立大学・短期大学等入学志願者動向（日本私立学校振興・共済事

業団 私学経営情報センター）によると、［表３］のとおり、理工学部

の設置数は平成 23 度から令和 2 年度の 10 か年で 25 から 30 に増え、

［表２］１都３県の高校卒業生数、進学者数、進学率 

高校卒
業生数

進学者
数

進学
率

高校卒
業生数

進学者
数

進学
率

高校卒
業生数

進学者
数

進学
率

高校卒
業生数

進学者
数

進学
率

令和2年3月 100,178 66,737 66.6% 65,684 40,003 60.9% 56,643 33,130 58.5% 48,289 27,030 56.0%

令和元年3月 101,723 66,248 65.1% 66,605 40,427 60.7% 56,992 32,731 57.4% 48,998 26,975 55.1%

平成30年3月 101,782 65,863 64.7% 66,244 40,395 61.0% 56,970 32,572 57.2% 49,149 27,382 55.7%

平成29年3月 102,326 67,455 65.9% 66,400 40,703 61.3% 57,262 32,989 57.6% 49,330 27,466 55.7%

平成28年3月 100,422 66,778 66.5% 65,311 40,157 61.5% 57,150 32,513 56.9% 48,944 27,451 56.1%

平成23年3月 97,284 63,681 65.5% 60,440 36,729 60.8% 54,160 30,912 57.1% 45,990 25,200 54.8%

東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県

※学校基本調査より一部抜粋して作成
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それに伴い入学定員は 15,914 人から 18,581 人に、志願者は 206,691

人から 292,296 人に増加している。また、同系分野の情報科学部では

学部設置数、入学定員にはおおむね変化はなく、志願者数は平成 23 年

度から令和 2 年の 10 か年で 12,799 人から 27,781 人に増加している。

これらの状況から、理工学・情報科学系の根強い人気傾向が、全国的

にうかがえる結果である。 

また、首都圏における同系統の志願動向については、株式会社進研

アドから提供された資料によれば、明治大学、青山学院大学、中央大

学、法政大学、芝浦工業大学、工学院大学の学部単位の志願動向は、

直近 5 年間では多くの志願者を確保している＜資料３＞。 

このような結果から、理工学部に関連する学部・学科系統において

は、全国的にも地域的にも、比較的受験生には人気の系統であること

が確認できた。 

 

 

c 本学部に類似する教育課程を編成する学部・学科の志願者動向 

 理工学部理工学科の特徴と類似する教育課程を編成する競合校と

して、明治大学総合数理学部・理工学部、青山学院大学社会情報学部・

理工学部、中央大学理工学部、法政大学情報科学部・理工学部・生命

科学部、芝浦工業大学システム理工学部・工学部、工学院大学情報学

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

集計学部数 25 25 26 27 29 29 30 30 29 30

入学定員(人) 15,914 15,884 16,435 16,660 17,411 17,461 18,545 18,681 18,411 18,581

志願者(人) 206,691 212,180 230,769 247,188 251,299 251,243 258,262 265,199 275,555 292,296

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

集計学部数 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4

入学定員(人) 1,180 1,180 1,186 1,186 1,166 1,166 1,046 1,046 1,046 1,046

志願者(人) 12,799 14,217 15,293 17,496 18,776 19,271 19,740 22,836 26,130 27,781

※私立大学・短期大学等入学志願動向(日本私立学校振興･共済事業団)から一部抜粋して作成

※私立大学・短期大学等入学志願動向(日本私立学校振興･共済事業団)から一部抜粋して作成

私立大学の理工学部の設置数、入学定員、志願者の推移

私立大学の情報科学部の設置数、入学定員、志願者の推移

［表３］私立大学の理工学部（情報科学部）の設置数、入学定員、志願者の推移 
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部・工学部・先進工学部を挙げることができる。この志願動向を確認

したところ、令和 2（2020）年度の一般入試の実質競争倍率が 2.3 倍

から 9.2 倍程度と高い水準にあることが確認できた＜資料３＞。 

 

d 成蹊大学理工学部の過去 5 年間の志願者動向 

既設学部である成蹊大学理工学部の一般入試には一般選抜入試（Ａ

方式）、全学部統一入試（Ｅ方式）、大学入試センター試験利用 3 教科

型入試（Ｃ方式）、大学入試センター試験利用 4 教科 6 科目型奨学金付

入試（Ｓ方式）があり、平成 28（2016）年度から令和 2（2020）年度

の 5 か年間における志願状況の実質倍率は 2.9－4.3 倍で推移してお

り、安定して志願者を集めている＜資料４＞。 

 

e 受験対象者への進学需要調査 

理工学部理工学科の開設にあたっては、前述のように東京都内の年

齢別人口の動向、高等学校及び中学校の在籍者数、高等学校を卒業し

た者の大学進学状況、本学及び他大学の志願状況などを踏まえたうえ

で計画していることから、十分な学生確保が見込まれる。 

これに加えて、学生確保の見込みについて定量的なデータから検証

することを目的として、［表４］のとおり、進学意向に関する調査を実

施した＜資料５＞。 

 

［表４］高校生対象調査の概要 

高校生対象調査 

調査対象 開設初年次の受験生（調査時高校２年生） 

調査エリア 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

調査方法 高校留め置き調査 

調査 

対象数 

依頼数（依頼校数） 14,895 人(105 校) 

有効回収数 

（回収校数） 

10,351 人(94 校) 

有効回収率（69.5％） 

調査時期 
令和 2 年(2020 年)11 月 11 日(水) 

～令和 2 年(2020 年)12 月 15 日(火) 
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調査実施機関 株式会社 進研アド 

 

その結果、有効回答者数 10,351 人（東京都が 7,225 人、神奈川県が

1,719 人、千葉県が 137 人、埼玉県が 1,270 人）のうち、当該調査票

にて回答者に明示した理工学部理工学科の特色①～⑤［表５］に対し

て「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の割

合(魅力度)はすべての項目において 6 割を超えている。 

 

［表５］高校生対象調査：調査項目(理工学部理工学科の特色①～⑤) 

 特色 魅力度※ 

特色① 

１学科の中に５つの専攻（データ数理、コンピュータ科

学、機械システム、電気電子、応用化学）を設置。所属

専攻以外の科目も履修でき、融合分野も学べます。 

72.5％ 

特色② 

意識の高い学生に向けて、時代のニーズを捉えた専攻融

合型の「特別プログラム」を設置。「生命科学プログラ

ム」「経営科学プログラム」「教育手法プログラム」を構

想しています。 

69.4％ 

特色③ 

「連携プロジェクト」科目では、専攻間の垣根を越えて

学生同士が協働し、企業や地域における課題をチームで

解決するための実践力を磨きます。 

75.0％ 

特色④ 

すべての専攻で確かなＩＣＴ活用力を身につけます。各

専攻の専門知識とＩＣＴを高度に駆使して、実社会にお

ける課題を解決できる力を養います。 

75.2％ 

特色⑤ 

数学・物理・化学・生物といった理工学の基礎力だけで

なく、読解力、文章作成力、プレゼンテーションスキル、

コミュニケーション力といった社会人基礎力も鍛えま

す。 

79.2％ 

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の割合 

 

さらには、理工学部理工学科を「受験したいと思う」と答えた 1,996

人のうち、1,881 人（回答者のうち約 18.2％）が理工学部理工学科を

受験して合格したら、第１希望で入学したいとの回答をした。これは、

学科で予定している入学定員 420 人の 4 倍以上が理工学部理工学科へ

の入学意向を示し、予定されている入学定員数を上回る入学意向者が
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いることを意味する＜資料５ ｐ15-16＞。 

さらに、前述（「a 公的機関等による地域の人口動態」）したように、

学生募集の最大の母集団となる 18 歳人口の推移を前提に、本学の志

願者の 8 割を占める 1 都 3 県における年齢別人口の動向、高等学校及

び中学校の在籍者数、高等学校を卒業した者の大学進学状況からみて、

中長期的な入学定員の確保に影響を及ぼす人口動態には変化がない

と見込まれることから、中長期的にも学生確保の見通しがあると言え

る。 

 

ウ 納付金設定の考え方 

学生納付金については、大学の経営に係る財務的な視点と学生納付金

の学生への還元など受益者に対する説明責任の観点を重視しつつ、大学

の将来の発展を目的とする施設・設備の充実を考慮するとともに、近隣

他大学の類似学部学科における学生納付金の設定状況を勘案したうえで、

完成年度に収支の均衡が図れることを前提に財務予測による実質的な採

算分岐点にもとづき設定している。 

具体的には、本学部学科の完成年度における教育活動等支出のうち、

人件費（1,654,322 千円）、教育研究経費（728,519 千円）、管理経費

（148,942 千円）、設備関係費（36,463 千円）、施設関係費（115,649 千

円）の合計は 2,683,895 千円となる。これを収容定員（1,680（入学定員

420 人×４学年））で除して学生１人あたりの額にすると、約 1,598 千円

となる。一方で＜資料６＞のとおり、類似学部学科の学生納付金（入学

金を除く総額）の平均値は約 1,543 千円（ただし、令和 2 年度実績によ

り計算）となっている。 

以上のように、具体的な学生納付金の設定にあたっては収支均衡、対

外的な競争力、一般的な平均水準等について総合的に勘案した結果とし

て、学生１人あたり年間 1,525千円として設定した。内訳は、授業料 1,060

千円、施設費 325 千円、設備費 140 千円としている。なお、学生１人あ

たりの経費 1,598 千円から納付金設定額 1,525 千円との差となる 73 千

円については、補助金、寄附金、手数料等の収入で充当する。 

 

 

(2)学生確保に向けた具体的な取り組み状況 

 理工学部理工学科の学生を確保するためには、本学部学科が養成する人
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材像、教育内容・特色等について、高校生や保護者、高等学校教員等を中

心としたステークホルダーに十分理解してもらうことが必要であり、その

ための広報活動を積極的に展開する必要がある。本学では、以下のような

具体的な取り組みを通じて社会に対する情報発信を積極的に、かつ継続的

に行い、本学部学科学生の安定的な確保に努める。 

a 新学科リーフレットの制作・配布 

学部学科名、入学定員、教育内容・方法の特色、教育課程の概要、考

えられる卒業後の進路、納付金やキャンパスへのアクセス方法と大学キ

ャンパス内の写真等を記載したリーフレットを作成し、高校生、保護者、

高等学校、予備校、企業人事採用担当者に配布をする。高等学校、予備

校に対しては、総合的なガイドブックである大学案内『2022 成蹊大学』

が完成した時期に約 4,000 部を発送する。企業人事担当者に対しては、

本学からの求人票に同封して本学部学科設置について周知を図る。 

 

b ホームページ活用による広報活動 

令和 2 年 11 月に本学ウェブサイトからリンクを貼る形でランディン

グページを開設した。令和 3 年 3 月には特設サイトを公開し、学長及び

新学部長就任予定者等によるメッセージ及び新学科のコンセプト・学び

の内容等を掲載する。また、新学科設置の準備状況については随時更新

し、高校生等への情報発信を行っていく。さらに、令和 4 年度には本学

ウェブサイト内に既存学部と同様に本学部学科ページを開設する。 

 

c オープンキャンパスの開催 

例年 8 月初旬（3 日間）と 11 月の大学祭（1 日間）に、本学に興味・

関心を持つ生徒を対象にオープンキャンパスを開催している。オープン

キャンパスにおいては、職員による大学紹介、教員による学部・学科説

明会（8 月のみ）、学生によるキャンパス見学ツアー、本学教員による模

擬授業（8 月のみ）を実施するほか、本学教職員や学生との相談コーナー

を設けるなど、生徒に本学の雰囲気を知ってもらうとともに、受験に向

けて入試や学部に関する詳しい情報を知る機会を様々な角度から提供し

ている。令和 2 年度においては新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

すべてオンライン化に切り替え WEB オープンキャンパスを実施した。令

和 3 年度がオンラインによる実施となった場合でも新学部について学部

説明会や個別相談会を通じて周知をはかるほか、特別に機会を設け、理

9



 

念、教育内容、特色等について説明し新学科に対する理解を深めてもら

う。 

 

d 進学相談会への参加 

各都市のホテルやホールを会場にし、多くの大学が集まり合同で開催

される進学相談会に参加する。参加実績は、令和元年度は 79 件、コロナ

禍にあった令和 2 年度は 21 件の進学相談会に参加している。令和 3 年

度においては、オンラインでの実施も含めて北海道から沖縄まで、全国

の約 60 件の進学相談会に参加予定である。進学相談会では本学の特色、

教育内容を紹介し、また高校生の疑問、質問に丁寧に対応することで、

本学部学科への興味・関心を深めてもらう。 

 

e 高校内での大学説明会・進学相談会への参加 

多くの高校では、進路指導の一貫として、大学から説明担当者を招き、

学問分野や大学での学びについて説明を受けるほか、模擬授業を受ける

機会を設けている。令和元年度において本学は合計 174 件の高校で学内

大学説明会・進学相談会に参加している。コロナ禍にあった令和 2 年度

は新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施数は大きく減ったが、75 校

で実施している（オンライン開催を含む）。令和 3 年度においては、高校

からの要請があれば積極的に応じ、高校との連携のうえ新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止に努めつつ、120 校で開催することを予定している。 

 

f 模擬講義の実施 

高校内での対面式またはオンラインによる模擬講義を通じて、新しい

学部学科で学ぶ内容を高校生に体験してもらう機会を増やし本学で学ぶ

ことへの期待や関心を高めてもらう。過去 2 年間の実績として令和元年

度は 26 高校で、コロナ禍にあった令和 2 年度は 13 高校で実施している

（オンライン開催を含む）。令和 3 年度においては、高校からの要請があ

れば積極的に応じ、高校との連携のうえ新型コロナウイルス感染症拡大

防止に努めつつ、20 件の高校で開催することを予定している。 

 

g 進学情報誌への掲載 

各種進学情報誌に新しい学部学科の情報を掲載するとともに、特色や

イベント実施日程等についても提供する。 
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h 新聞広告への掲載 

令和 3 年度中に、全国紙及び地方紙等の各紙に本学部学科に関する新

聞広告を随時掲載する予定である。 

 

i 高校訪問 

例年、本学入学実績のある高等学校及び受験者数の多い高等学校を中

心に、約 80 校への高校訪問を実施しており、本学既存学科に関する説明

及び高校教員との情報交換を行っている。令和 3 年度においては訪問校

を増やし、新学科に関する説明もあわせて行い、進路指導教員をはじめ

とした関係者に新学科に対する理解を深めてもらう。 
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２．人材需要の動向と社会の要請 

(1)人材養成に関する目的、その他教育研究上の目的（概要） 

a 成蹊大学の教育目標（人材育成方針） 

本学では、大学全体として次のような教育目標（人材育成方針）を掲

げている。 

(ⅰ)広い教養と深い（各学科、各専攻の）専門知識を備え、物事の本質

を探究する思考力を養成する。 

(ⅱ)自己の人生観・価値観を確立し、自分の考えや意見を的確かつ明瞭

に表現、発信する力を養成する。 

(ⅲ)多様な文化、環境、状況に対応し、他者と協働して課題の解決に取

り組む力を養成する。 

(ⅳ)未知のものに積極的に挑み、生涯学び続けようとする自発性と積極

性を養成する。 

 

ｂ 理工学部理工学科における人材養成の考え方 

現代社会は言うまでもなく科学技術の急速な進展の上に成り立ってお

り、特に近年は、コンピュータの処理能力の向上や情報技術の進展に伴

って、社会や産業構造の変化のスピードが加速度的となっている。この

ような社会の変化の流れの中での理工系高等教育においては、旧来の細

かな専門性の枠組みの中での深い知識と経験、能力を持つ人材の育成と

同時に、理工系の確かな基礎力と広い視野を持つ人材の育成が重要であ

る。同時に、将来に渡る科学技術の進化や社会の変化を見据えながら、

社会を持続発展させていくために、幅広い教養と協調性を持った人材が

求められている。本学科では、１学科の強みを活かし、理工系のすべて

の分野に渡って必要である情報技術に関連するプログラミングや数理系

基礎力などを中心とした基礎知識を持ち、それを礎として汎用力と応用

力を発揮することができる人材を育成する。学科の中での基礎教育の上

に構成される専門教育は、データ数理専攻、コンピュータ科学専攻、機

械システム専攻、電気電子専攻、応用化学専攻の５専攻制を基本とし、

それぞれの専攻分野において提供する専門教育プログラムに基づき、専

門性の高い科学技術関連分野の中核を担う人材を育成する。さらに、こ

れらの基礎力と専門知識に基づき、科学技術の進歩や社会の変化に対応

し、最新の科学技術を学び続けていくことができる人材を育成する。 

また、経済、産業構造の変化が激しく、地域的および大域的なさまざ
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まな構造が複雑に絡み合って成り立っている複雑な現代社会においては、

社会を生きる一人一人が、生活や与えられた役割の中で直面する諸課題

を発見し、見極めた上で解決に取り組む姿勢が必要とされる。このよう

な複雑な社会の中での課題の発見と解決を的確に行うために、理工系と

しての確かな基礎力に基づいた専門的視野とともに、専門を超えた幅広

い知識を持った人材を育成する。持続可能な開発目標（SDGs）の課題と

取り組みについて多角的に理解し、直面する課題について、身近な視点

とともに地球規模のグローバルな視点を持った上で解決に取り組むこと

ができる人材を育成する。 

以上のような多種多様な課題の発見・解決に取り組むためには、実際

には、異分野や異文化を基盤に持つ他者との協働が非常に重要であり、

そのためには、さまざまな意味での多様性を理解し、他者を尊重する姿

勢を持つことが前提となる。さらには、自らの意見や考えを明確に自覚

した上でそれを表現する力を身につけることも前提となる。本学科では、

専門教育や融合分野の教育での学び合いなどを通して、他者への尊重と

自らの意見を表現できる人材を養成する。その上で、プロジェクト型授

業などにおける他者との協働での学び合いを通して、意見の異なる他者

との協働作業を体験することにより、多様な人々と協働して課題の発見・

解決のプロセスに取り組める人材を養成する。 

 

c 理工学部理工学科の人材養成像 

上記「a 成蹊大学の教育目標（人材育成方針）」及び「b 理工学部理

工学科の人材養成の考え方」を踏まえて、理工学部理工学科では、次の

ような人材養成像を掲げる。 

 

【理工学部】  

情報技術を中心とした基礎教育、各専攻分野に立脚した専門教育、専

門の垣根を越えた融合教育、の３つの教育の柱により、急速な技術革新、

自然との共生、持続発展型社会の実現等の現代社会が抱える複雑な課題

に果敢に取り組める人材を養成する。 

 

【理工学科】 

(ⅰ)科学技術の進歩と社会の持続的発展のために生涯学び続けることが

できる人材を養成する。 
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(ⅱ)現代社会における専門性の高い科学技術関連分野の中核を担う人材

を養成する。 

(ⅲ)複雑な現実社会における課題の発見・解決に取り組める人材を養成

する。 

(ⅳ)多様な人々と協働して課題の発見・解決に取り組める人材を養成す

る。 

 

d 理工学部理工学科の教育研究上の目的 

上記「a 成蹊大学の教育目標（人材育成方針）」、「b 理工学部理工学科

の人材養成の考え方」及び「c 理工学部理工学科の人材養成像」を踏まえ

て、理工学部理工学科では、次のような教育研究上の目的を掲げる。 

 

【理工学部】  

上記「c 理工学部理工学科の人材養成像」に掲げるような人材を育成

するために適切な教育・研究を行う。 

  

【理工学科】 

(ⅰ)生涯学び続けるための基礎の確立のために、先端 ICT（プログラミ

ング等）と科学の基礎となる基礎学力（数学､物理､化学､生物等）を

涵養する。 

(ⅱ)科学技術関連分野の中核を担う人材を養成するために、各専攻分野

（データ数理、コンピュータ科学、機械システム、電気電子、応用

化学）に係る知識・技能の徹底的な修得を図る。 

(ⅲ)専攻の垣根を越えた学融合的な教育・研究により、広い視野に立っ

た課題発見・解決能力を涵養する。 

(ⅳ)学融合的な教育・研究およびプロジェクト型学習により、多様な人々

と協働して課題発見・解決に取り組むことができるような実践力と

コミュニケーション力を涵養する。 

 

(2)上記(1)が社会的地域的人材需要の動向等をふまえたものであることの客観

的な根拠 

a 社会における人材需要の需要見通し 

「Society5.0 に向けた人材育成」（平成 30 年 6 月 5 日文部科学省）に

おいて、Society5.0 に向けて、ＡＩやデータの力を最大限活用しながら
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新たな社会を牽引する人材の育成の必要が謳われた。そこでは、「共通し

て求められる力」として「文章や情報を正確に読み解きた対話する力」

「科学的に思考・吟味し活用する力」「価値を見つけ生み出す感性と力、

好奇心・探究力」が示されており、いずれも大学の教育目標(人材育成方

針)と合致するものであり、また「科学的に思考・吟味し活用する力」に

ついては本学部学科の人材養成目的の人材育成方針と特に親和性がある。

更に「Society5.0 に向けた人材育成」において、「新たな社会を牽引す

る人材」として「技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見・創造す

る人材」「技術革新と社会課題をつなげ、プラットフォームを創造する人

材」「様々な分野においてＡＩやデータの力を最大限活用し展開できる人

材」が標榜されており、本学部学科の人材育成に関する目的の必要性と

その需要が確認でき、本学部本学科の人材養成像の（ⅰ)（ⅱ）が社会的

ニーズであるといえる。 

また、個別企業の見解ではあるが三菱ＵＦＪ銀行は理系出身者採用強

化を目的とした特設サイト「理系×ＭＵＦＧ

https://www.saiyo.bk.mufg.jp/special/sciences/ (令和 2 年 12 月 4 日閲覧)」を

開設し、そこでは「理系出身者が大学や大学院での学びによって身に付

けた、”物事を探究する姿勢”や“仮説を組み立てる力”、“検証を繰り

返して結論を導く経験”はどのような業界においても仕事を進めていく

上での原動力」と説明しており、本学部学科の人材養成像（ⅲ）（ⅳ）

が社会的ニーズであることの証左であるといえる。 

また、一般社団法人日本経済団体連合会が企業を調査対象として実施

した「高等教育に関するアンケート」(平成 30 年 4 月 17 日)では、産業

界が学生に期待する資質、能力、知識を調査し、文系理系学生ともに、

1 位主体性・2 位実行力・3 位課題設定・課題解決という結果となった。

この調査では「理工系では『創造力』も高い順位となった。ＩｏＴやビ

ッグデータ、人工知能などをはじめとする技術革新が急速に発展する中、

指示待ちではなく、自らの問題意識に基づき課題を設定し、主体的に解

を作り出す能力が求められていることが示された」と結論づけており、

本学部学科の人材養成目的と合致している。 

更にこの調査で示されている、理系学生においては、「専攻分野での基

礎的知識」「専門知識」がともに文系学生と比べて相対的に高い順位にな

っていることが明らかになっており、本学部学科の教育研究上の目的に

明記された「先端 ICT(プログラミング)と科学の基礎となる基礎学力(数
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学、物理、化学、生物等)」と「データ数理、コンピュータ科学、機械シ

ステム、電気電子、応用化学に係る知識・技能」が期待されているもの

であるとも言える。 

 

b 地域における人材需要の需要見通し 

「東京の産業と雇用就業 2020」（令和 2 年 10 月 東京都産業労働局）

によると、「東京の有効求人倍率は、2.10 倍」とあり、全国の値である

1.60 倍より高い＜資料７ p47＞。また、東京の中でも、特に 20 歳から

24 歳は、東京都全体を上回る値となっており、その差は年々大きくな

っており、東京の若者層の人材需要が高いことを示している＜資料７ 

p49＞。 

 

c 理工学分野の卒業後の進路 

今日の企業・社会が直面する、急速な技術革新、自然との共生、持続

発展型社会の実現などの現代社会が抱える複雑な課題に果敢に取り組め

る人材は幅広い進路での活躍が期待される。具体的には、民間企業など

において開発・製造・管理などの部門で中核を担う人材として、大学院

進学を経て民間企業または公的機関における研究・開発部門の中核を担

う研究者として、中学校または高等学校の理科・数学・情報・工業の教

科に関する教員として、活躍が期待できる。 

 

d 本学卒業生の就職状況 

1) 最近 5 年間の求人件数の状況 

本学における最近 5 年間の求人件数の実績は、[表６]のとおりであ

る。 
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［表６］本学における最近５年間の求人件数の実績 

※１社あたりの求人件数を１件と仮定した場合の求人倍率 

 

このように、数年間、多数の求人件数を得ていることは、本学に

おける人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材

需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを示しているも

のである。既設学科を発展的に改組する理工学部理工学科において

も、企業からの人材需要を継続的に見込めるものと考える。 

 

2) 最近 5 年間の就職者数の状況 

本学の卒業生就職状況を見てみると、いずれの学部においても過去

3 年間の就職率は［表７］のとおり 85.7％～97.2％程度あり、近年の

本学卒業生の就職状況は安定している。それは体系化された「キャリ

ア教育」と 1 年次から始まる「キャリア・就職支援プログラム」さら

には、一人ひとりと向き合う「個別相談」で確かなキャリア形成をバ

ックアップしていることが要因である。さらには、企業や地域・行政

と連携し、実社会と接する機会を多く用意するなど、きめ細かく徹底

したキャリア支援を行っている。具体的には、本学職員が採用企業に、

35-94 社(平成 29-令和元年度実績、毎年同程度実施、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響で令和 2 年度は訪問自粛予定)訪問し情報交換

を行っている。また、3 年生の 11 月から 2 月に実施している業界研究

セミナーでは 198 社(令和元年度実績)、3 月の学内企業セミナーにお

いては例年 100 社程度を招へいし(令和元年度は新型コロナウイルス

感染症拡大の影響で中止)学生との接点をつくっている。開学以来の

長い歴史の中で優良企業との相互信頼が培われ、「就職に強い成蹊」と

高い評価が寄せられている。 

 

 就職希望者数(人) 求人者数(社) 求人倍率※ 

令和元年度 1,511 3,142 2.07 

平成 30 年度 1,535 3,840 2.50 

平成 29 年度 1,454 3,824 2.62 

平成 28 年度 1,613 3,921 2.43 

平成 27 年度 1,565 4,414 2.82 
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［表７］本学における最近３年間の就職率 

 

c 企業、関係団体等への人材需要に関する採用意向調査 

理工学部理工学科の設置は、前述のとおり社会的、地域的な人材需要

の動向等及び本学の求人状況や就職状況などを踏まえたうえで計画して

いることから、十分な卒業後の進路が見込めるものであるが、本学科の

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要の動向

等社会の要請を踏まえているかどうか、卒業後の具体的な進路や地域の

人材需要の見通しがあるかを定量的なデータから検証することを目的と

して、［表８］のとおり、学科の卒業生の就職先として想定される一都三

県を中心とした全国の企業等を対象として本学卒業生の採用意向などの

人材需要に関する調査を実施した＜資料８＞。 

 

［表８］企業対象調査の概要 

企業対象調査 

調査対象 企業の採用担当者 

調査エリア 一都三県を中心とする全国 

学部 学科 2017年度 2018年度 2019年度

経済 経済経営学 92.5% 88.8% 90.6%

法律学 87.3% 93.0% 89.8%

政治 89.7% 91.1% 86.7%

英米文 88.4% 93.6% 87.9%

日本文 87.1% 88.6% 86.9%

国際文化 92.3% 90.2% 85.7%

現代社会 92.6% 91.9% 89.4%

物質生命理工 97.1% 95.5% 89.0%

情報科 95.8% 93.0% 96.1%

システムデザイン 95.6% 97.2% 92.9%

法

文

理工

(出所)成蹊大学ホームページ　TOP　>　キャリア支援センター　＞　就職状況　>
https://www.seikei.ac.jp/university/job/data/download/syusyokuritu_2016-2019.pdf

　(2021年3月1日閲覧)
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その結果、有効回答者数 496 社のうち 99.4％にあたる 493 社が成蹊大

学理工学部理工学科に社会的必要性があると受け止めている。また、成

蹊大学理工学部理工学科を卒業した者に対する採用意向については、有

効回答者数 496 社のうち 97.2％にあたる 482 社が採用の意向を示してい

る。さらに、「採用したいと思う」と 482 社へ成蹊大学理工学部理工学科

の卒業生の採用を毎年何名程度想定しているか問うたところ、採用想定

人数の合計は 2,988 名で、学科で予定している入学定員数 420 名を 7 倍

以上上回る。このように限られたサンプル調査においても、成蹊大学理

工学部理工学科で学んだ人材への需要は高いことがうかがえる＜資料

８ ｐ56＞。 

 

前述のとおり、本学の理工学部理工学科は、社会的、地域的な人材需要の

動向を踏まえたものであるとともに、これまでの就職実績や想定される就職

先による調査結果からも増加する定員分の就職先の確保は十分見込まれるも

のといえる。 

 

 

 

調査方法 郵送調査 

調査 

対象数 

依頼数 2,035 社 

回収数 

（回収率） 
496 社（24.4％） 

調査時期 
令和 2 年(2020 年)11 月 11 日（水） 

～令和 2 年(2020 年)12 月 15 日（火） 

調査実施機関 株式会社 進研アド 

19



理工学部理工学科 学生の確保の見通し等を記載した書類  資料目次 

資料 1    成蹊大学 一般入試 志願者数の推移（2011 年度から 2020年度） …………2 

資料 2    18歳人口予測（全体:南関東:2019～2031年） …………3 

資料 3    想定競合大(学部･学科)の志願状況・入学定員充足状況 …………4 

資料 4    成蹊大学の一般入試結果（2016年度から 2020年度） …………9 

資料 5    成蹊大学「理工学部 理工学科」(仮称)設置に関するニーズ調査結果報告書 

【高校生対象調査】令和 3年 2月 株式会社進研アド …………10 

資料 6    学生納付金の比較／成蹊大学(2022 年度予定)と想定競合大学等  …………44 

資料 7    東京の産業と雇用就業 2020【抜粋】 …………45 

資料 8    成蹊大学「理工学部 理工学科」(仮称)設置に関するニーズ調査結果報告書 

【企業対象調査】令和 3年 2月 株式会社進研アド …………51 

1



年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

関東三県 11,368 10,441 9,653 9,884 9,021 9,050 10,006 9,090 9371 7744

東京 9,554 9,150 8,545 9,043 8,314 8,158 9,620 8,771 10373 9487

他地域計 4,329 3,910 3,628 4,097 3,643 3,412 3,855 3,301 5290 4605

合計 25,251 23,501 21,826 23,024 20,978 20,620 23,481 21,162 25,034 21,836

年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

関東三県 45.0% 44.4% 44.2% 42.9% 43.0% 43.9% 42.6% 43.0% 37.4% 35.5%

東京 37.8% 38.9% 39.2% 39.3% 39.6% 39.6% 41.0% 41.4% 41.4% 43.4%

他地域計 17.1% 16.6% 16.6% 17.8% 17.4% 16.5% 16.4% 15.6% 21.1% 21.1%

１．志願者数「関東三県(神奈川県・埼玉県・千葉県)」「東京都」「他地域」の人数(年度別)（単位：人）

２．志願者数「関東三県(神奈川県・埼玉県・千葉県)」「東京都」「他地域」の割合(年度別)（単位：％）

資料1

成蹊大学　一般入試　志願者数の推移（2011年度から2020年度）

※小数点第２位以下は四捨五入  

2



資料２ 

 

 

※南関東とは「埼玉」「千葉」「東京」「神奈川」の一都三県を示す。 

 
 
出所：リクルート進学総研 
http://souken.shingakunet.com/research/2020/01/182019-0000.html（閲覧日 2020 年 11月 4日） 
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1【理工学科】 想定競合大（学部・学科）の志願状況 ①

各入試年度 ベネッセコーポレーション調べ

大学名 学部名 学科名/専攻等 一般入試　志願者数 一般入試　受験者数 一般入試　合格者数 一般入試　実質倍率 入学定員
2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

総合数理 現象数理 1,149 1,233 1,195 1,339 1,161 1,030 1,122 1,096 1,190 1,056 207 219 208 207 212 5.0 5.1 5.3 5.7 5.0
総合数理 ネットワークデザイン 790 1,066 869 1,236 973 706 978 786 1,115 878 193 160 171 155 169 3.7 6.1 4.6 7.2 5.2
理工 数 1,066 1,002 1,188 1,044 966 1,039 978 1,147 1,003 927 373 420 318 334 317 2.8 2.3 3.6 3.0 2.9
理工 情報科 2,809 3,319 3,502 3,211 3,207 2,718 3,225 3,380 3,071 3,067 689 673 509 570 596 3.9 4.8 6.6 5.4 5.1
理工 機械工 3,999 3,938 3,881 3,098 3,087 3,861 3,812 3,739 2,963 2,984 983 1,024 798 844 847 3.9 3.7 4.7 3.5 3.5
理工 機械情報工 1,823 1,963 1,758 1,918 1,618 1,776 1,910 1,711 1,847 1,561 585 583 447 551 471 3.0 3.3 3.8 3.4 3.3
理工 電気電子生命/電気電子工学 1,997 2,383 2,725 2,016 2,732 1,936 2,315 2,645 1,957 2,645 671 753 689 703 794 2.9 3.1 3.8 2.8 3.3
理工 応用化 2,895 2,768 2,530 2,319 2,393 2,796 2,679 2,450 2,219 2,297 941 778 723 690 650 3.0 3.4 3.4 3.2 3.5
社会情報 社会情報 3,174 3,402 2,906 2,363 2,774 2,998 3,226 2,712 2,204 2,560 473 345 257 269 279 6.3 9.4 10.6 8.2 9.2
理工 物理・数理 2,096 1,839 1,943 1,931 1,995 2,007 1,748 1,852 1,839 1,894 602 548 487 510 477 3.3 3.2 3.8 3.6 4.0
理工 情報テクノロジー 1,904 1,799 1,800 1,826 1,679 1,829 1,709 1,713 1,742 1,590 304 281 204 244 279 6.0 6.1 8.4 7.1 5.7
理工 機械創造工 1,913 1,857 1,672 1,591 1,787 1,837 1,778 1,594 1,529 1,710 438 407 383 343 335 4.2 4.4 4.2 4.5 5.1
理工 電気電子工 1,362 1,820 1,216 1,368 1,564 1,302 1,734 1,151 1,302 1,507 355 301 315 296 298 3.7 5.8 3.7 4.4 5.1
理工 化学・生命科 1,901 1,923 1,507 1,479 1,753 1,823 1,817 1,412 1,385 1,632 423 377 353 375 381 4.3 4.8 4.0 3.7 4.3
理工 数 933 738 867 753 788 868 685 803 693 726 203 229 192 197 216 4.3 3.0 4.2 3.5 3.4
理工 情報工 2,005 2,393 2,973 2,904 3,031 1,854 2,193 2,744 2,680 2,787 331 349 350 345 307 5.6 6.3 7.8 7.8 9.1
理工 精密機械工 2,697 2,448 2,564 2,556 2,118 2,524 2,263 2,368 2,332 1,953 504 530 479 430 405 5.0 4.3 4.9 5.4 4.8
理工 電気電子情報通信工 2,159 2,217 2,735 2,552 2,404 1,987 2,041 2,539 2,353 2,211 441 479 436 389 408 4.5 4.3 5.8 6.0 5.4
理工 応用化 2,531 2,159 2,498 2,425 2,340 2,331 1,979 2,316 2,210 2,144 523 659 517 565 556 4.5 3.0 4.5 3.9 3.9
情報科 コンピュータ科 1,348 1,681 1,804 1,920 1,974 1,267 1,569 1,699 1,822 1,856 313 312 247 285 360 4.0 5.0 6.9 6.4 5.2
理工 応用情報工 2,077 2,196 2,634 2,870 2,276 1,998 2,117 2,560 2,783 2,185 609 542 503 545 484 3.3 3.9 5.1 5.1 4.5
理工 機械工 3,149 3,070 2,653 3,536 2,976 3,061 2,960 2,565 3,433 2,869 707 695 660 693 681 4.3 4.3 3.9 5.0 4.2
理工 機械工/機械工学 3,073 2,982 2,550 3,411 2,863 2,987 2,874 2,463 3,308 2,757 678 668 639 664 658 4.4 4.3 3.9 5.0 4.2
理工 電気電子工 2,587 2,924 3,231 2,669 3,091 2,449 2,751 3,063 2,501 2,917 637 696 633 615 701 3.8 4.0 4.8 4.1 4.2
生命科 環境応用化 1,551 2,046 1,495 2,134 1,522 1,479 1,948 1,426 2,026 1,422 429 497 451 447 421 3.4 3.9 3.2 4.5 3.4

明治大

青山学院大

中央大

法政大

資料３
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2【理工学科】 想定競合大（学部・学科）の志願状況 ②

各入試年度 ベネッセコーポレーション調べ

大学名 学部名 学科名/専攻等 一般入試　志願者数 一般入試　受験者数 一般入試　合格者数 一般入試　実質倍率 入学定員
2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

システム理工 数理科 1,087 955 1,110 1,570 1,391 1,065 933 1,075 1,524 1,344 404 422 433 501 589 2.6 2.2 2.5 3.0 2.3
システム理工 機械制御システム 1,095 1,217 1,413 1,789 1,819 1,068 1,187 1,374 1,736 1,756 326 471 457 646 571 3.3 2.5 3.0 2.7 3.1
システム理工 電子情報システム 1,925 2,256 2,294 2,867 2,413 1,848 2,177 2,211 2,771 2,316 515 607 559 699 652 3.6 3.6 4.0 4.0 3.6
工 情報工 2,982 3,487 3,611 4,270 3,859 2,882 3,357 3,490 4,109 3,723 564 741 635 792 703 5.1 4.5 5.5 5.2 5.3
工 機械工 3,670 3,745 3,867 4,578 3,529 3,556 3,640 3,748 4,406 3,419 694 855 963 1,007 956 5.1 4.3 3.9 4.4 3.6
工 機械機能工 2,144 2,229 2,168 2,290 1,875 2,095 2,170 2,109 2,207 1,813 668 767 650 640 606 3.1 2.8 3.2 3.4 3.0
工 通信工 1,198 1,129 1,165 1,103 356 479 3.3 2.3
工 情報通信工 2,397 2,694 2,849 2,317 2,588 2,747 529 696 655 4.4 3.7 4.2
工 電気工 1,602 1,890 2,140 2,221 2,175 1,555 1,834 2,074 2,139 2,098 517 613 622 733 747 3.0 3.0 3.3 2.9 2.8
工 電子工 1,548 1,577 1,975 2,116 2,074 1,511 1,535 1,916 2,044 1,990 541 635 569 615 744 2.8 2.4 3.4 3.3 2.7
工 応用化 2,186 2,304 2,477 2,559 2,622 2,130 2,253 2,411 2,469 2,534 709 923 844 942 941 3.0 2.4 2.9 2.6 2.7
情報 コンピュータ科 1,416 1,533 1,511 1,623 1,610 1,352 1,466 1,439 1,552 1,548 207 190 181 - 243 6.5 7.7 8.0 - 6.4
情報 情報デザイン 836 1,074 962 1,138 1,120 799 1,038 919 1,076 1,070 139 158 130 - 140 5.7 6.6 7.1 - 7.6
情報 システム数理 367 468 473 734 850 350 450 458 689 805 94 89 89 - 122 3.7 5.1 5.1 - 6.6
情報 情報通信工 1,228 1,356 1,292 1,596 1,727 1,170 1,297 1,224 1,535 1,650 204 157 162 - 229 5.7 8.3 7.6 - 7.2
工 機械システム工 1,191 1,212 1,034 1,291 1,568 1,141 1,164 993 1,244 1,519 209 189 207 - 303 5.5 6.2 4.8 - 5.0
工 機械工 2,262 2,026 1,831 2,430 2,094 2,179 1,956 1,769 2,346 2,018 357 389 422 - 405 6.1 5.0 4.2 - 5.0
工 電気システム工 1,002 958 228 4.2
工 電気電子工 1,332 1,053 1,366 1,637 1,280 1,004 1,310 1,583 225 236 - 330 5.7 4.3 - 4.8
先進工 機械理工 453 554 620 698 769 434 529 603 669 737 137 155 142 - 144 3.2 3.4 4.2 - 5.1
先進工 機械理工/機械理工学 647 687 620 660 - 139 - 4.7
先進工 応用化 1,129 1,087 945 1,133 1,108 1,075 1,058 908 1,089 1,077 226 175 158 - 198 4.8 6.0 5.7 - 5.4

工学院大

芝浦工業大

※工学院大：2019年の合格者数は、学科でのいくつかの入試方式において、学部全体の合格者数のみ公表しているため、学科での合格者数は不明。

資料３

6



Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

3【理工学科】 想定競合大（学部・学科）の入学定員充足状況 ①

※入学定員：文教協会「全国大学一覧」、各大学ＨＰ。入学者数：各大学HP

大学名 学部名 学科名/専攻等 入学定員 入学者数 定員充足率（％）
2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

総合数理 現象数理 80 80 90 90 90 89 78 94 86 82 111.3 97.5 104.4 95.6 91.1
総合数理 ネットワークデザイン 80 80 90 90 90 101 77 90 78 89 126.3 96.3 100.0 86.7 98.9
理工 数 55 55 63 63 63 54 90 55 61 51 98.2 163.6 87.3 96.8 81.0
理工 情報科 110 110 127 127 127 125 163 101 115 105 113.6 148.2 79.5 90.6 82.7
理工 機械工 120 120 138 138 138 120 156 116 144 107 100.0 130.0 84.1 104.3 77.5
理工 機械情報工 120 120 138 138 138 125 144 119 144 125 104.2 120.0 86.2 104.3 90.6
理工 電気電子生命 205 205 236 236 236 200 246 216 210 222 97.6 120.0 91.5 89.0 94.1
理工 電気電子生命/電気電子工学 - - - - - - - - - - - - - - -
理工 応用化 110 110 127 127 127 160 117 98 141 119 145.5 106.4 77.2 111.0 93.7
社会情報 社会情報 200 220 220 220 220 270 227 189 218 228 135.0 103.2 85.9 99.1 103.6
理工 物理・数理 120 130 130 130 130 131 123 121 132 126 109.2 94.6 93.1 101.5 96.9
理工 情報テクノロジー 85 95 95 95 95 93 99 97 92 93 109.4 104.2 102.1 96.8 97.9
理工 機械創造工 85 95 95 95 95 94 109 88 92 93 110.6 114.7 92.6 96.8 97.9
理工 電気電子工 110 120 120 120 120 122 108 111 118 110 110.9 90.0 92.5 98.3 91.7
理工 化学・生命科 110 115 115 115 115 112 106 116 107 105 101.8 92.2 100.9 93.0 91.3
理工 数 65 70 70 70 70 51 71 74 66 70 78.5 101.4 105.7 94.3 100.0
理工 情報工 90 100 100 100 100 94 108 117 111 72 104.4 108.0 117.0 111.0 72.0
理工 精密機械工 130 145 145 145 145 140 166 155 143 115 107.7 114.5 106.9 98.6 79.3
理工 電気電子情報通信工 125 135 135 135 135 120 162 142 137 114 96.0 120.0 105.2 101.5 84.4
理工 応用化 130 145 145 145 145 112 191 117 136 131 86.2 131.7 80.7 93.8 90.3
情報科 コンピュータ科 78 78 78 78 78 75 87 82 69 82 96.2 111.5 105.1 88.5 105.1
理工 応用情報工 110 110 110 110 110 120 113 110 105 118 109.1 102.7 100.0 95.5 107.3
理工 機械工 143 143 143 143 143 134 131 151 140 139 93.7 91.6 105.6 97.9 97.2
理工 機械工/機械工学 - - - - - - - - - - - - - - -
理工 電気電子工 110 110 110 110 110 108 127 110 103 98 98.2 115.5 100.0 93.6 89.1
生命科 環境応用化 80 80 80 80 80 80 66 92 75 79 100.0 82.5 115.0 93.8 98.8

明治大

青山学院大

中央大

法政大

資料３
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4【理工学科】 想定競合大（学部・学科）の入学定員充足状況 ②

※入学定員：文教協会「全国大学一覧」、各大学ＨＰ。入学者数：各大学HP

大学名 学部名 学科名/専攻等 入学定員 入学者数 定員充足率（％）
2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

システム理工 数理科 70 75 75 75 75 78 78 86 83 100 111.4 104.0 114.7 110.7 133.3
システム理工 機械制御システム 80 90 90 90 90 90 91 97 115 85 112.5 101.1 107.8 127.8 94.4
システム理工 電子情報システム 100 115 115 115 115 108 124 127 126 131 108.0 107.8 110.4 109.6 113.9
工 情報工 100 115 115 115 114 106 132 118 136 116 106.0 114.8 102.6 118.3 101.8
工 機械工 100 115 115 115 114 120 118 114 128 122 120.0 102.6 99.1 111.3 107.0
工 機械機能工 100 115 115 115 114 128 138 156 113 92 128.0 120.0 135.7 98.3 80.7
工 通信工 90 105 93 114 103.3 108.6
工 情報通信工 105 105 104 107 111 109 101.9 105.7 104.8
工 電気工 90 105 105 105 104 93 121 108 111 100 103.3 115.2 102.9 105.7 96.2
工 電子工 90 105 105 105 104 93 122 111 112 107 103.3 116.2 105.7 106.7 102.9
工 応用化 90 105 105 105 104 96 127 115 117 107 106.7 121.0 109.5 111.4 102.9
情報 コンピュータ科 90 90 90 90 90 96 99 91 85 101 106.7 110.0 101.1 94.4 112.2
情報 情報デザイン 70 70 70 70 70 68 66 66 71 64 97.1 94.3 94.3 101.4 91.4
情報 システム数理 60 60 60 60 60 57 58 61 61 63 95.0 96.7 101.7 101.7 105.0
情報 情報通信工 90 90 90 90 90 95 88 91 95 86 105.6 97.8 101.1 105.6 95.6
工 機械システム工 95 105 105 105 105 105 110 103 104 108 110.5 104.8 98.1 99.0 102.9
工 機械工 140 154 154 154 154 139 150 154 166 147 99.3 97.4 100.0 107.8 95.5
工 電気システム工 110 103 93.6
工 電気電子工 120 120 120 120 119 114 123 120 99.2 95.0 102.5 100.0
先進工 機械理工 65 65 65 65 65 75 59 68 65 69 115.4 90.8 104.6 100.0 106.2
先進工 機械理工/機械理工学 - - - - - -
先進工 応用化 95 95 95 95 95 101 86 87 89 103 106.3 90.5 91.6 93.7 108.4

工学院大

芝浦工業大

資料３
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資料４

2016 2017 2018 2019 2020 平均

志願者 5,449 7,439 5,800 8,264 6,738
受験者数 5,117 7,015 5,442 7,849 6,355
合格者 1,014 964 920 1,021 979
入学者 294 255 304 260 278
入学定員 260 275 295 295 281

志願者 3,925 3,925
受験者数 3,650 3,650
合格者 556 556
入学者 128 128
入学定員 137 137

志願者 4,589 4,118 4,952 5,579 5,485 4,944
受験者数 4,298 3,798 4,666 5,259 5,188 4,641
合格者 1,126 1,297 1,209 1,214 1,246 1,218
入学者 225 327 267 258 238 263
入学定員 279 279 289 289 289 285

志願者 5,050 5,362 4,873 5,094 4,220 4,919
受験者数 4,728 5,028 4,625 4,836 3,908 4,625
合格者 1,148 1,136 955 941 1,037 1,043
入学者 259 276 272 245 236 257
入学定員 282 283 283 282 266 279

志願者 5,532 6,562 5,537 6,097 3,953 5,536
受験者数 5,137 6,230 5,193 5,791 3,630 5,196
合格者 1,446 1,323 1,119 986 1,134 1,201
入学者 344 300 299 279 308 306
入学定員 296 296 306 306 306 302

志願者 4,253 4,253
受験者数 3,989 3,989
合格者 649 649
入学者 159 159
入学定員 165 165

志願者 20,620 23,481 21,162 25,034 21,836 22,426
受験者数 19,280 22,071 19,926 23,735 20,365 21,075
合格者 4,734 4,720 4,203 4,162 4,622 4,488
入学者 1,122 1,158 1,142 1,042 1,069 1,106
入学定員 1,117 1,133 1,173 1,172 1,163 1,151

※1：2020年4月より新しい経済学部（経済数理学科、現代経済学科）、経営学部（総合経営学科）に改組

全体

※2：2020年4月より新設

4.1 4.4 4.8

4.7

受験者／合格者
※実質倍率

3.6 4.7 4.6

経済学部
※1

理工学部

文学部

3.8 2.9 3.9 3.8

4.4

成蹊大学の一般入試結果（2016年度から2020年度）

受験者／合格者
※実質倍率

5.0 7.3 5.9 6.5

受験者／合格者
※実質倍率

受験者／合格者
※実質倍率

4.2

5.1 3.8

4.3

受験者／合格者
※実質倍率

4.1 4.7 4.7

5.9 3.2

6.1 6.1

5.7 4.4

経営学部
※2

受験者／合格者
※実質倍率

7.7

4.3

法学部

一般入試

経済学部
※2

受験者／合格者
※実質倍率

6.6 6.6

学部 項目／年度
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成蹊大学
「理工学部 理工学科」

設置に関するニーズ調査（仮称）
結果報告書

【高校生対象調査】

令和３年２月

株式会社 進研アド

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

資料５
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2022年４月開設予定の成蹊大学「理工学部 理工学科」新設構想に関して、高校生
からの進学ニーズを把握する。

１．調査目的

３．調査項目

高校生対象調査

• 性別

• 高校種別

• 高校所在地

• 所属クラス

• 高校卒業後の希望進路

• 興味のある学問系統

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」への入学意向

２．調査概要

高校生対象 調査概要

高校生対象調査

調査対象 高校２年生

調査エリア 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

調査方法 高校留置き調査

調査
対象数

依頼数
（依頼校数）

14,895人（105校）

有効回収数
（回収校数）

10,351人（94校）
有効回収率：69.5％

調査時期 2020年11月11日（水）～2020年12月15日(火)

調査実施機関 株式会社 進研アド

資料５
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高校生対象 調査結果まとめ

資料５
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高校生対象 調査結果まとめ

※本調査は、成蹊大学の「理工学部 理工学科」に対する需要を確認するための調
査として設計。成蹊大学の主な学生募集エリアである埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県に所在する高校の高校２年生に調査を実施し、10,351人から回答を得
た。

• 回答者の性別は「男性」が56.7％、「女性」が42.8％である。

• 回答者の在籍高校種別は「公立」が49.9％、「私立」が50.1％である。

• 回答者の在籍高校所在地は、成蹊大学の所在地である「東京都」が69.8％を占

め、最も多い。次に「神奈川県」が16.6％、「埼玉県」が12.3％と続く。

• 回答者の所属クラスは「理系クラス（理系コース）」が67.5％で最も多い。次に「コー

ス選択はない」が17.7％、さらに「文系クラス（文系コース）」が9.3％と続く。

回答者の属性

高校卒業後の希望進路や興味のある学問系統

• 回答者の高校卒業後の希望進路を複数回答で聴取したところ、「私立大学に進学」

の割合が79.8％で最も高い。次いで「国公立大学に進学」が35.0％、「専門学校・専

修学校に進学」が8.4％と続く。「私立大学に進学」の割合が最も高いことから、成蹊

大学がターゲットとする対象に調査を実施出来ていると考えられる。

• 回答者の興味のある学問系統を複数回答で聴取したところ、理工学部 理工学科

の学びと関連する「理学（数学、物理学、化学など）」「工学（機械工学、電気・電子

工学、応用化学など）」が同率で29.3％と最も高い。次いで、「情報科学」が21.1％

と続く。

資料５
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高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度（※）は、すべての項目に

おいて６割を超える。

• 最も魅力度が高いのは、「特色⑤数学・物理・化学・生物といった理工学の基礎力

だけでなく、読解力、文章作成力、プレゼンテーションスキル、コミュニケーション力

といった社会人基礎力も鍛えます。」（79.2％）であり、「とても魅力を感じる」と回答

した人の割合も33.6％で最も高い。

次に魅力度が高いのは、「特色④すべての専攻で確かなＩＣＴ活用力を身につけま

す。各専攻の専門知識とＩＣＴを高度に駆使して、実社会における課題を解決でき

る力を養います。」（75.2％）、さらに「特色③「連携プロジェクト」科目では、専攻間

の垣根を越えて学生同士が協働し、企業や地域における課題をチームで解決す

るための実践力を磨きます。」（75.0％）、「特色①１学科の中に５つの専攻（データ

数理、コンピュータ科学、機械システム、電気電子、応用化学）を設置。所属専攻

以外の科目も履修でき、融合分野も学べます。」（72.5％）、「特色②意識の高い学

生に向けて、時代のニーズを捉えた専攻融合型の「特別プログラム」を設置。「生

命科学プログラム」「経営科学プログラム」「教育手法プログラム」を構想していま

す。」（69.4％）と続く。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

資料５
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高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」を「受験したいと思う」と答えた人は19.3％（1,996

人）である。

成蹊大学「理工学部 理工学科」への入学専攻意向【第１希望】

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」を「受験したいと思う」と答えた1,996人のうち、成

蹊大学「理工学部 理工学科」を受験して合格したら、第１希望で入学したい専攻

の結果は、以下の通り。

データ数理専攻 ： 13.9％(277人）

コンピュータ科学専攻： 37.2％（742人）

機械システム専攻： 20.8％（416人）

電気電子専攻： 7.1％（141人）

応用化学専攻： 15.3％（305人）

成蹊大学「理工学部 理工学科」への入学専攻意向【第２希望】

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」を「受験したいと思う」と答えた1,996人のうち、成

蹊大学「理工学部 理工学科」を受験して合格したら、第２希望で入学したい専攻

の結果は、以下の通り。

データ数理専攻 ： 12.8％(256人）

コンピュータ科学専攻： 19.7％（393人）

機械システム専攻： 23.2％（463人）

電気電子専攻： 14.1％（281人）

応用化学専攻： 5.5％（109人）

資料５
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※ここからは、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」
と回答し、かつ、Ｑ５の第1希望で「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機
械システム専攻」「電気電子専攻」「応用化学専攻」のいずれかの専攻に入学した
いと回答した人を成蹊大学「理工学部 理工学科」の入学意向者と定義し、分析
を行う。

• 回答者全体における入学意向【第１希望】は18.2％（1,881人）で、学科で予定して

いる入学定員420人を４倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の入学意向【第１希望】は24.0％（5,864人中、1,410人）と、予定している入

学定員数を３倍以上上回る。

◇高校所在地別

• 成蹊大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向【第１希望】は

18.3％（7,225人中、1,324人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

◇高校種別

• 「公立」の高校在籍者からの入学意向【第１希望】は15.6％（5,170人中、805人）と、

予定している入学定員数を上回る。また、「私立」の高校在籍者からの入学意向

【第１希望】は20.8％（5,181人中、1,076人）と、予定している入学定員数を２倍以

上上回る。

◇所属クラス別

• 「理系クラス（理系コース）」に所属している回答者の入学意向【第１希望】は21.8％

（6,992人中、1,521人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科」への入学意向者数【第１希望】

資料５
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◇高校卒業後の希望進路別

• 成蹊大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回答者

の入学意向【第１希望】は19.8％（8,261人中、1,635人）と、予定している入学定員

数を３倍以上上回る。

◇興味のある学問系統別

• 「理工学部 理工学科」の学びと関連が深い「工学（機械工学、電気・電子工学、

応用化学など）」に興味がある回答者の入学意向【第１希望】は34.3％（3,031人中、

1,039人） 、「理学（数学、物理学、化学など）」に興味がある回答者の入学意向

【第１希望】は30.6％（3,034人中、929人）である。また、「情報科学」に興味がある

回答者の入学意向【第１希望】は40.7％（2,186人中、890人）といずれも予定して

いる入学定員数を２倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向

【第１希望】はいずれの特色でも20％を超えており、入学意向者数はすべて1,600

人を超え、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ
資料５
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※ここからは、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」
と回答し、かつ、Ｑ５の第1希望で「「データ数理専攻」に入学したい」と回答した人
を成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の入学意向者と定義し、分
析を行う。

• 回答者全体における入学意向【第１希望 データ数理専攻】は2.7％（277人）で、

予定している入学定員70人を３倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の入学意向【第１希望 データ数理専攻】は3.6％（5,864人中、209人）と、

予定している入学定員数を２倍以上上回る。

◇高校所在地別

• 成蹊大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向【第１希望

データ数理専攻】は2.7％（7,225人中、193人）と、予定している入学定員数を２倍

以上上回る。

◇高校種別

• 「公立」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 データ数理専攻】は2.7％（5,170

人中、140人）と、予定している入学定員数を２倍上回る。また、「私立」の高校在籍

者からの入学意向【第１希望 データ数理専攻】は2.6％（5,181人中、137人）と、

予定している入学定員数を上回る。

◇所属クラス別

• 「理系クラス（理系コース）」に所属している回答者の入学意向【第１希望 データ

数理専攻】は3.1％（6,992人中、219人）と、予定している入学定員数を３倍以上上

回る。

高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」への
入学意向者数【第１希望】

資料５
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◇高校卒業後の希望進路別

• 成蹊大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回答者

の入学意向【第１希望 データ数理専攻】は2.8％（8,261人中、233人）と、予定して

いる入学定員数を３倍以上上回る。

◇興味のある学問系統別

• 「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の学びと関連が深い「理学（数学、物理

学、化学など）」に興味がある回答者の入学意向【第１希望 データ数理専攻】は

7.0％（3,034人中、211人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る。また、

「情報科学」に興味がある回答者の入学意向【第１希望 データ数理専攻】は

4.8％（2,186人中、106人）と、予定している入学定員数を上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向

【第１希望 データ数理専攻】はいずれの特色でも３％を超えており、入学意向者

数はすべて250人以上で、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ
資料５
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※ここからは、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」
と回答し、かつ、Ｑ５の第1希望で「「コンピュータ科学専攻」に入学したい」と回答
した人を成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の入学意向者
と定義し、分析を行う。

• 回答者全体における入学意向【第１希望 コンピュータ科学専攻】は7.2％（742人）

で、予定している入学定員90人を８倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の入学意向【第１希望 コンピュータ科学専攻】は9.9％（5,864人中、580

人）と、予定している入学定員数を６倍以上上回る。「女性」の入学意向【第１希望

コンピュータ科学専攻】は3.6％（4,435人中、159人）と、予定している入学定員数

を上回る。

◇高校所在地別

• 成蹊大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 コン

ピュータ科学専攻】は7.3％（7,225人中、528人）と、予定している入学定員数を５

倍以上上回る。

◇高校種別

• 「公立」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 コンピュータ科学専攻】は6.4％

（5,170人中、329人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る。また、「私立」

の高校在籍者からの入学意向【第１希望 コンピュータ科学専攻】は8.0％（5,181

人中、413人）と、予定している入学定員数を４倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」への
入学意向者数【第１希望】

資料５
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◇所属クラス別

• 「理系クラス（理系コース）」に所属している回答者の入学意向【第１希望 コン

ピュータ科学専攻】は8.5％（6,992人中、597人）と、予定している入学定員数を６

倍以上上回る。

◇高校卒業後の希望進路別

• 成蹊大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回答者

の入学意向【第１希望 コンピュータ科学専攻】は8.0％（8,261人中、661人）と、予

定している入学定員数を７倍以上上回る。

◇興味のある学問系統別

• 「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の学びと関連が深い「理学（数学、

物理学、化学など）」に興味がある回答者の入学意向【第１希望】は8.9％（3,034人

中、271人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回る。また、「情報科学」に興

味がある回答者の入学意向【第１希望 コンピュータ科学専攻】は24.5％（2,186人

中、535人）と、予定している入学定員数を５倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向

【第１希望 コンピュータ科学専攻】はいずれの特色でも８％を超えており、入学意

向者数はすべて600人を超え、予定している入学定員数を６倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ
資料５
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※ここからは、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」
と回答し、かつ、Ｑ５の第1希望で「「機械システム専攻」に入学したい」と回答した
人を成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の入学意向者と定義し、
分析を行う。

• 回答者全体における入学意向【第１希望 機械システム専攻】は4.0％（416人）で、

予定している入学定員90人を４倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の入学意向【第１希望 機械システム専攻】は5.9％（5,864人中、346人）と、

予定している入学定員数を３倍以上上回る。

◇高校所在地別

• 成蹊大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 機

械システム専攻】は4.0％（7,225人中、290人）と、予定している入学定員数を３倍

以上上回る。

◇高校種別

• 「公立」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 機械システム専攻】は3.2％

（5,170人中、166人）と、予定している入学定員数を上回る。また、「私立」の高校

在籍者からの入学意向【第１希望 機械システム専攻】は4.8％（5,181人中、250

人）と、予定している入学定員数を２倍以上上回る。

◇所属クラス別

• 「理系クラス（理系コース）」に所属している回答者の入学意向【第１希望 機械シス

テム専攻】は4.9％（6,992人中、341人）と、予定している入学定員数を３倍以上上

回る。

高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」への
入学意向者数【第１希望】

資料５
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◇高校卒業後の希望進路別

• 成蹊大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回答者

の入学意向【第１希望 機械システム専攻】は4.4％（8,261人中、363人）と、予定し

ている入学定員数を４倍以上上回る。

◇興味のある学問系統別

• 「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の学びと関連が深い「工学（機械工学、

電気・電子工学、応用化学など）」に興味がある回答者の入学意向【第１希望 機

械システム専攻】は10.8％（3,031人中、326人）と、予定している入学定員数を３倍

以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向

【第１希望 機械システム専攻】はいずれの特色でも４％を超えており、入学意向

者数はすべて370人を超え、予定している入学定員数を４倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ
資料５
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高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」への
入学意向者数【第１希望】

※ここからは、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」
と回答し、かつ、Ｑ５の第1希望で「「電気電子専攻」に入学したい」と回答した人
を成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の入学意向者と定義し、分析
を行う。

• 回答者全体における入学意向【第１希望 電気電子専攻】は1.4％（141人）で、予

定している入学定員70人を２倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の入学意向【第１希望 電気電子専攻】は2.0％（5,864人中、117人）と、予

定している入学定員数を上回る。

◇高校所在地別

• 成蹊大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 電

気電子専攻】は1.3％（7,225人中、96人）と、予定している入学定員数を上回る。

◇高校種別

• 「私立」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 電気電子専攻】は1.6％（5,181

人中、85人）と、予定している入学定員数を上回る。

◇所属クラス別

• 「理系クラス（理系コース）」に所属している回答者の入学意向【第１希望 電気電

子専攻】は1.5％（6,992人中、108人）と、入学定員数を上回る。

資料５
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◇高校卒業後の希望進路別

• 成蹊大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回答者

の入学意向【第１希望 電気電子専攻】は1.5％（8,261人中、124人）と、予定して

いる入学定員数を上回る。

◇興味のある学問系統別

• 「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の学びと関連が深い「工学（機械工学、電

気・電子工学、応用化学など）」に興味がある回答者の入学意向【第１希望】は

3.6％（3,031人中、108人）と、予定している入学定員数を上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向

【第１希望 電気電子専攻】はいずれの特色でも1.5％を超えており、入学意向者

数はすべて100人を超え、予定している入学定員数を上回る。

高校生対象 調査結果まとめ
資料５
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※ここからは、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」
と回答し、かつ、Ｑ５の第1希望で「「応用化学専攻」に入学したい」と回答した人
を成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の入学意向者と定義し、分析
を行う。

• 回答者全体における入学意向【第１希望 応用化学専攻】は2.9％（305人）で、予

定している入学定員80人を３倍以上上回る入学意向者がみられた。

＜属性別＞

◇性別

• 「男性」の入学意向【第１希望 応用化学専攻】は2.7％（5,864人中、158人）と、予

定している入学定員数を上回る。「女性」の入学意向【第１希望 応用化学専攻】

は3.2％（4,435人中、144人）と、予定している入学定員数を上回る。

◇高校所在地別

• 成蹊大学の所在地である「東京都」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 応

用化学専攻】は3.0％（7,225人中、217人）と、予定している入学定員数を２倍以上

上回る。

◇高校種別

• 「公立」の高校在籍者からの入学意向【第１希望 応用化学専攻】は2.2％（5,170

人中、114人）と、予定している入学定員数を上回る。また、「私立」の高校在籍者

からの入学意向【第１希望】は3.7％（5,181人中、191人）と、予定している入学定員

数を２倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」への
入学意向者数【第１希望】

資料５
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◇所属クラス別

• 「理系クラス（理系コース）」に所属している回答者の入学意向【第１希望 応用化

学専攻】は3.7％（6,992人中、256人）と、予定している入学定員数を３倍以上上回

る。

◇高校卒業後の希望進路別

• 成蹊大学を受験・入学する可能性が高い「私立大学に進学」を考えている回答者

の入学意向【第１希望 応用化学専攻】は3.1％（8,261人中、254人）と、予定して

いる入学定員数を３倍以上上回る。

◇興味のある学問系統別

• 「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の学びと関連が深い「理学（数学、物理学、

化学など）」に興味がある回答者の入学意向【第１希望 応用化学専攻】は7.0％

（3,034人中、213人）と、予定している入学定員数を２倍以上上回る。また、「工学

（機械工学、電気・電子工学、応用化学など）」に興味がある回答者の入学意向

【第１希望 応用化学専攻】は4.2％（3,031人中、128人）と、予定している入学定員

数を上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている回答者の入学意向

【第１希望 応用化学専攻】はいずれの特色でも３％を超えており、入学意向者数

はすべて270人を超え、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

高校生対象 調査結果まとめ
資料５
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高校生対象 調査結果
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文系クラス
（文系コース）

理系クラス
（理系コース）

コース選択は
ない

その他 無回答

全体 (n=10,351) 9.3 67.5 17.7 

2.6 2.8 

【単位：％】

200 40 60 80 100

(n=10,351)
男性

56.7%

女性

42.8%

無回答

0.5%

(n=10,351)

国立

0.0%

公立

49.9%
私立

50.1%

無回答

0.0%

回答者の属性（性別／高校種別／高校所在地／所属クラス）

■性別

■所属クラス

■高校種別

■高校所在地

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

無
回
答

(n=10,351)

12.3 

1.3 

69.8 

16.6 

0.0 
0%

20%

40%

60%

資料５

29



私
立
大
学
に
進
学

国
公
立
大
学
に
進
学

短
期
大
学
に
進
学

専
門
学
校
・

専
修
学
校
に
進
学

就
職

そ
の
他

無
回
答

(n=10,351)
79.8 

35.0 

1.9 
8.4 

1.5 1.7 0.4 
0%

20%

40%

60%

80%

■高校卒業後の希望進路

高校卒業後の希望進路

Ｑ１. あなたは、高校卒業後の進路について、現時点ではどのように考えていますか。

以下の項目から、あてはまる番号すべてに○をつけてください。（いくつでも）
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経
済
・
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・
商
学

社
会
学

国
際
関
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学

教
員
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成
・
教
育
学

生
活
科
学

芸
術
学

総
合
科
学

ま
だ
決
め
て
い
な
い

無
回
答

13.5 

6.1 5.8 
9.8 

5.0 
7.6 

2.0 
4.6 

0.4 
0%

10%

20%

30%

理
学

（
数
学

、
物
理
学

、

化
学
な
ど

）

情
報
科
学

工
学

（
機
械
工
学

、

電
気
・
電
子
工
学

、

応
用
化
学
な
ど

）

農
・
水
産
学

看
護
・
保
健
学

医
・
歯
・
薬
学

文
学

語
学

法
学

(n=10,351)29.3 

21.1 

29.3 

10.8 
14.3 14.4 

7.9 6.1 
4.2 

0%

10%

20%

30%

Ｑ２. あなたは、どのような学問に興味がありますか。
以下の項目から、興味のある学問系統の番号すべてに○をつけてください。（いくつでも）
（現時点で進学を希望されていない方も、進学する場合を想像してお答えください。）

興味のある学問系統

■興味のある学問系統
資料５
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■成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

Ｑ３. 成蹊大学「理工学部 理工学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。それぞれの特色について、
あなたはどの程度魅力を感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する
魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

(各n=10,351)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

特
色
①

１学科の中に５つの専攻（データ数理、コン
ピュータ科学、機械システム、電気電子、応
用化学）を設置。所属専攻以外の科目も履
修でき、融合分野も学べます。

72.5

特
色
②

意識の高い学生に向けて、時代のニーズを
捉えた専攻融合型の「特別プログラム」を設
置。「生命科学プログラム」「経営科学プログ
ラム」「教育手法プログラム」を構想していま
す。

69.4

特
色
③

「連携プロジェクト」科目では、専攻間の垣根
を越えて学生同士が協働し、企業や地域に
おける課題をチームで解決するための実践
力を磨きます。

75.0

特
色
④

すべての専攻で確かなＩＣＴ活用力を身につ
けます。各専攻の専門知識とＩＣＴを高度に駆
使して、実社会における課題を解決できる力
を養います。

75.2

特
色
⑤

数学・物理・化学・生物といった理工学の基
礎力だけでなく、読解力、文章作成力、プレ
ゼンテーションスキル、コミュニケーション力
といった社会人基礎力も鍛えます。

79.2

26.2 

21.9 

28.4 

29.0 

33.6 

46.3 

47.5 

46.7 

46.2 

45.6 

16.4 

20.5 

15.9 

15.4 

12.5 

9.6 

8.6 

7.4 

7.7 

6.7 

1.5 

1.5 

1.7 

1.7 

1.6 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）
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「
理
工
学
科

（
各
専
攻

い
ず
れ
か

）
」
に

入
学
し
た
い

こ
の
中
に
は
な
い

(n=10,351)

受
験
し
た
い
と

思
わ
な
い

無
回
答

受験したいと思う

0%

20%

40%

60%

18.2

（1,881人）

67.9

（7,032人）

12.9

（1,331人）1.0

（107人）

「
理
工
学
科

（
各
専
攻

い
ず
れ
か

）
」
に

入
学
し
た
い

こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

(n=1,996)

5.4

（107人）

0%

20%

40%

60%

80%

94.2

（1,881人）

0.4

（8人）

「
デ
ー

タ
数
理

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

科
学
専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
機
械
シ
ス
テ
ム

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
電
気
電
子

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
応
用
化
学

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

こ
の
中
に
は
な
い

受
験
し
た
い
と

思
わ
な
い

無
回
答

受験したいと思う

(n=10,351)

2.7

（277人）

7.2

（742人）
4.0

（416人）
1.4

（141人）

2.9

（305人）
1.0

（107人）

67.9

（7,032人）

12.9

（1,331人）

0%

20%

40%

60%

「
デ
ー

タ
数
理

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

科
学
専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
機
械
シ
ス
テ
ム

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
電
気
電
子

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
応
用
化
学

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

(n=1,996)

13.9

（277人）

37.2

（742人）

20.8

（416人）

7.1

（141人）

15.3

（305人）
5.4

（107人） 0.4

（8人）
0%

10%

20%

30%

受験したいと思う 受験したいと思わない 無回答

全体 (n=10,351)
19.3

（1,996人）

67.9

（7,032人）

12.8

（1,323人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向／
入学意向／受験意向別入学意向【第１希望】

■成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向

Ｑ４. あなたは、成蹊大学「理工学部 理工学科」（仮称、設置構想中）を受験してみたいと思いますか。
※入試方式は問いません。あなたの気持ちに近い方の番号１つに○をつけてください。（１つだけ）

■成蹊大学「理工学部 理工学科」への入学意向【第１希望】

Ｑ５. あなたは、成蹊大学「理工学部 理工学科」（仮称、設置構想中）を受験して合格したら、どの専攻に入学したいと
思いますか。あなたの気持ちに近い方の番号１つに○をつけてください。（第１希望から１つ、第２希望から１つ）

「受験したいと思う」と答えた1,996人のみ抽出

■成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向別入学専攻意向【第１希望】

「受験意向（Ｑ４）」と「入学専攻意向（Ｑ５）」を
かけあわせて集計（母数は全回答者）
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成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向／
入学意向／受験意向別入学意向【第２希望】

■成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向

「
理
工
学
科

（
各
専
攻

い
ず
れ
か

）
」
に

入
学
し
た
い

第
２
希
望
は
な
い

(n=10,351)

受
験
し
た
い
と

思
わ
な
い

無
回
答

受験したいと思う

0%

20%

40%

60%

14.5

（1,502人）

67.9

（7,032人）

13.6

（1,408人）4.0

（409人）

「
理
工
学
科

（
各
専
攻

い
ず
れ
か

）
」
に

入
学
し
た
い

第
２
希
望
は
な
い

無
回
答

(n=1,996)

0%

20%

40%

60%

75.3

（1,502人）

4.3

（85人）

20.5

（409人）

「
デ
ー

タ
数
理

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

科
学
専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
機
械
シ
ス
テ
ム

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
電
気
電
子

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
応
用
化
学

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

第
２
希
望
は
な
い

(n=10,351)

受
験
し
た
い
と

思
わ
な
い

無
回
答

受験したいと思う

2.5

（256人）

3.8

（393人）

4.5

（463人）
2.7

（281人）
1.1

（109人）

4.0

（409人）

67.9

（7,032人）

13.6

（1,408人）

0%

20%

40%

60%

「
デ
ー

タ
数
理

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

科
学
専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
機
械
シ
ス
テ
ム

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
電
気
電
子

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
応
用
化
学

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

第
２
希
望
は
な
い

無
回
答

(n=1,996)

12.8

（256人）

19.7

（393人）

23.2

（463人）

14.1

（281人）

5.5

（109人）

20.5

（409人）

4.3

（85人）

0%

10%

20%

受験したいと思う 受験したいと思わない 無回答

全体 (n=10,351)
19.3

（1,996人）

67.9

（7,032人）

12.8

（1,323人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

Ｑ４. あなたは、成蹊大学「理工学部 理工学科」（仮称、設置構想中）を受験してみたいと思いますか。
※入試方式は問いません。あなたの気持ちに近い方の番号１つに○をつけてください。（１つだけ）

■成蹊大学「理工学部 理工学科」への入学意向【第２希望】

Ｑ５. あなたは、成蹊大学「理工学部 理工学科」（仮称、設置構想中）を受験して合格したら、どの専攻に入学したいと
思いますか。あなたの気持ちに近い方の番号１つに○をつけてください。（第１希望から１つ、第２希望から１つ）

「受験したいと思う」と答えた1,996人のみ抽出

■成蹊大学「理工学部 理工学科」への受験意向別入学専攻意向【第２希望】

「受験意向（Ｑ４）」と「入学専攻意向（Ｑ５）」を
かけあわせて集計（母数は全回答者）
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「
デ
ー

タ
数
理

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

科
学
専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
機
械
シ
ス
テ
ム

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
電
気
電
子

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

「
応
用
化
学

専
攻

」

に
入
学
し
た
い

こ
の
中
に
は
な
い

受
験
し
た
い
と

思
わ
な
い

無
回
答

受験したいと思う

(n=10,351)

2.7

（277人）

7.2

（742人）
4.0

（416人）
1.4

（141人）

2.9

（305人）
1.0

（107人）

67.9

（7,032人）

12.9

（1,331人）

0%

20%

40%

60%

全体 (n=10,351) 1,881人 

男性 (n=5,864) 1,410人 

女性 (n=4,435) 464人 

埼玉県 (n=1,270) 302人 

東京都 (n=7,225) 1,324人 

神奈川県 (n=1,719) 238人 

公立 (n=5,170) 805人 

私立 (n=5,181) 1,076人 

所
属

ク
ラ
ス

別 理系クラス（理系コース） (n=6,992) 1,521人 

私立大学に進学 (n=8,261) 1,635人 

国公立大学に進学 (n=3,619) 689人 

理学（数学、物理学、化学など） (n=3,034) 929人 

情報科学 (n=2,186) 890人 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=3,031) 1,039人 

特色①　魅力あり (n=7,505) 1,838人 

特色②　魅力あり (n=7,186) 1,650人 

特色③　魅力あり (n=7,767) 1,739人 

特色④　魅力あり (n=7,788) 1,789人 

特色⑤　魅力あり (n=8,202) 1,769人 

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

性
別

高
校

所
在
地
別

高
校
種
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

興
味
の
あ
る

学
問
系
統
別

18.2 

24.0 

10.5 

23.8 

18.3 

13.8 

15.6 

20.8 

21.8 

19.8 

19.0 

30.6 

40.7 

34.3 

24.5 

23.0 

22.4 

23.0 

21.6 

【単位：％】

200 40 60 80 100

入学

意向者数

（※）

■成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）への受験意向別
入学意向【第１希望】

成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）への
受験意向別入学意向【第１希望】

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かついずれかの専攻に入学したいと回答した人の人数

＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、かつ、
Ｑ５の第1希望で「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」
「電気電子専攻」「応用化学専攻」のいずれかの専攻に入学したいと回答した人を
成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）の入学意向者と定義する。

「理工学科（各専攻いずれか）」に入学したい 18.2％

資料５
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■成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」への受験意向別入学意向
【第１希望】

成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」への
受験意向別入学意向【第１希望】

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「「データ数理専攻」に入学したい」と回答した人の人数

＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、かつ、
Ｑ５の第1希望で「「データ数理専攻」に入学したい」と回答した人を成蹊大学「理工学
部 理工学科 データ数理専攻」の入学意向者と定義する。

全体 (n=10,351) 277人 

男性 (n=5,864) 209人 

女性 (n=4,435) 67人 

埼玉県 (n=1,270) 41人 

東京都 (n=7,225) 193人 

神奈川県 (n=1,719) 41人 

公立 (n=5,170) 140人 

私立 (n=5,181) 137人 

所
属

ク
ラ
ス

別 理系クラス（理系コース） (n=6,992) 219人 

私立大学に進学 (n=8,261) 233人 

国公立大学に進学 (n=3,619) 96人 

理学（数学、物理学、化学など） (n=3,034) 211人 

情報科学 (n=2,186) 106人 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=3,031) 105人 

特色①　魅力あり (n=7,505) 270人 

特色②　魅力あり (n=7,186) 250人 

特色③　魅力あり (n=7,767) 254人 

特色④　魅力あり (n=7,788) 267人 

特色⑤　魅力あり (n=8,202) 265人 

性
別

高
校

所
在
地
別

高
校
種
別

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

興
味
の
あ
る

学
問
系
統
別

2.7 

3.6 

1.5 

3.2 

2.7 

2.4 

2.7 

2.6 

3.1 

2.8 

2.7 

7.0 

4.8 

3.5 

3.6 

3.5 

3.3 

3.4 

3.2 

【単位：％】

200 40 60 80 100

入学

意向者数

（※）
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■成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」への受験意向別
入学意向【第１希望】

成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」
への受験意向別入学意向【第１希望】

＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、かつ、
Ｑ５の第1希望で「「コンピュータ科学専攻」に入学したい」と回答した人を成蹊大学「理
工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の入学意向者と定義する。

全体 (n=10,351) 742人 

男性 (n=5,864) 580人 

女性 (n=4,435) 159人 

埼玉県 (n=1,270) 120人 

東京都 (n=7,225) 528人 

神奈川県 (n=1,719) 87人 

公立 (n=5,170) 329人 

私立 (n=5,181) 413人 

所
属

ク
ラ
ス

別 理系クラス（理系コース） (n=6,992) 597人 

私立大学に進学 (n=8,261) 661人 

国公立大学に進学 (n=3,619) 270人 

理学（数学、物理学、化学など） (n=3,034) 271人 

情報科学 (n=2,186) 535人 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=3,031) 372人 

特色①　魅力あり (n=7,505) 729人 

特色②　魅力あり (n=7,186) 626人 

特色③　魅力あり (n=7,767) 673人 

特色④　魅力あり (n=7,788) 708人 

特色⑤　魅力あり (n=8,202) 690人 

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

性
別

高
校

所
在
地
別

高
校
種
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

興
味
の
あ
る

学
問
系
統
別

7.2 

9.9 

3.6 

9.4 

7.3 

5.1 

6.4 

8.0 

8.5 

8.0 

7.5 

8.9 

24.5 

12.3 

9.7 

8.7 

8.7 

9.1 

8.4 

【単位：％】

200 40 60 80 100

入学

意向者数

（※）

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「「コンピュータ科学専攻」に入学したい」と回答した人の人数
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全体 (n=10,351) 416人 

男性 (n=5,864) 346人 

女性 (n=4,435) 70人 

埼玉県 (n=1,270) 66人 

東京都 (n=7,225) 290人 

神奈川県 (n=1,719) 57人 

公立 (n=5,170) 166人 

私立 (n=5,181) 250人 

所
属

ク
ラ
ス

別 理系クラス（理系コース） (n=6,992) 341人 

私立大学に進学 (n=8,261) 363人 

国公立大学に進学 (n=3,619) 149人 

理学（数学、物理学、化学など） (n=3,034) 172人 

情報科学 (n=2,186) 166人 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=3,031) 326人 

特色①　魅力あり (n=7,505) 411人 

特色②　魅力あり (n=7,186) 376人 

特色③　魅力あり (n=7,767) 393人 

特色④　魅力あり (n=7,788) 400人 

特色⑤　魅力あり (n=8,202) 396人 

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

性
別

高
校

所
在
地
別

高
校
種
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

興
味
の
あ
る

学
問
系
統
別

4.0 

5.9 

1.6 

5.2 

4.0 

3.3 

3.2 

4.8 

4.9 

4.4 

4.1 

5.7 

7.6 

10.8 

5.5 

5.2 

5.1 

5.1 

4.8 

【単位：％】

200 40 60 80 100

入学

意向者数

（※）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」への受験意向別
入学意向【第１希望】

成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」への
受験意向別入学意向【第１希望】

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「「機械システム専攻」に入学したい」と回答した人の人数

＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、かつ、
Ｑ５の第1希望で「「機械システム専攻」に入学したい」と回答した人を成蹊大学「理工
学部 理工学科 機械システム専攻」の入学意向者と定義する。
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全体 (n=10,351) 141人 

男性 (n=5,864) 117人 

女性 (n=4,435) 24人 

埼玉県 (n=1,270) 29人 

東京都 (n=7,225) 96人 

神奈川県 (n=1,719) 15人 

公立 (n=5,170) 56人 

私立 (n=5,181) 85人 

所
属

ク
ラ
ス

別 理系クラス（理系コース） (n=6,992) 108人 

私立大学に進学 (n=8,261) 124人 

国公立大学に進学 (n=3,619) 52人 

理学（数学、物理学、化学など） (n=3,034) 62人 

情報科学 (n=2,186) 53人 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=3,031) 108人 

特色①　魅力あり (n=7,505) 136人 

特色②　魅力あり (n=7,186) 116人 

特色③　魅力あり (n=7,767) 133人 

特色④　魅力あり (n=7,788) 136人 

特色⑤　魅力あり (n=8,202) 126人 

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る
魅
力
度
別

性
別

高
校

所
在
地
別

高
校

卒
業
後
の

希
望
進
路
別

興
味
の
あ
る

学
問
系
統
別

高
校
種
別

1.4 

2.0 

0.5 

2.3 

1.3 

0.9 

1.1 

1.6 

1.5 

1.5 

1.4 

2.0 

2.4 

3.6 

1.8 

1.6 

1.7 

1.7 

1.5 

【単位：％】

200 40 60 80 100

入学

意向者数

（※）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」への受験意向別入学意向
【第１希望】

成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」への
受験意向別入学意向【第１希望】

※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「「電気電子専攻」に入学したい」と回答した人の人数

＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、かつ、
Ｑ５の第1希望で「「電気電子専攻」に入学したい」と回答した人を成蹊大学「理工学部
理工学科 電気電子専攻」の入学意向者と定義する。
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■成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」への受験意向別入学意向
【第１希望】

成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」への
受験意向別入学意向【第１希望】

＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」に対して、Ｑ４で「受験したいと思う」と回答し、かつ、
Ｑ５の第1希望で「「応用化学専攻」に入学したい」と回答した人を成蹊大学「理工学部
理工学科 応用化学専攻」の入学意向者と定義する。

全体 (n=10,351) 305人 

男性 (n=5,864) 158人 

女性 (n=4,435) 144人 

埼玉県 (n=1,270) 46人 

東京都 (n=7,225) 217人 

神奈川県 (n=1,719) 38人 

公立 (n=5,170) 114人 

私立 (n=5,181) 191人 

所
属

ク
ラ
ス

別 理系クラス（理系コース） (n=6,992) 256人 

私立大学に進学 (n=8,261) 254人 

国公立大学に進学 (n=3,619) 122人 

理学（数学、物理学、化学など） (n=3,034) 213人 

情報科学 (n=2,186) 30人 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=3,031) 128人 

特色①　魅力あり (n=7,505) 292人 

特色②　魅力あり (n=7,186) 282人 

特色③　魅力あり (n=7,767) 286人 

特色④　魅力あり (n=7,788) 278人 

特色⑤　魅力あり (n=8,202) 292人 

「
理
工
学
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※入学意向者数＝「受験したいと思う」かつ「「応用化学専攻」に入学したい」と回答した人の人数

資料５

40



巻末資料 調査票

資料５

41



調査票
資料５

42



調査票
資料５

43



資料6

学 校 名 学部名(一部学科名) 総額 入学金
授業料等

合計
A＋Ｂ

A:授業料
B:その他

※2

青 山 学 院 大 学 理 工 学 部 1,894,000 200,000 1,694,000 1,181,000 513,000

中 央 大 学 理 工 学 部 1,838,000 240,000 1,598,000 1,175,700 422,300

法 政 大 学 理 工 学 部
※ 航 空 操 縦 学 専 修 を 除 く

1,811,000 240,000 1,571,000 1,172,000 399,000

芝 浦 工 業 大 学 全 学 部 1,796,880 280,000 1,516,880 1,199,000 317,880

成 蹊 大 学 理 工 学 部 1,725,000 200,000 1,525,000 1,060,000 465,000

工 学 院 大 学 先 進 工 学 部 1,701,160 250,000 1,451,160 1,000,000 451,160

工 学 院 大 学
工 学 部

情 報 学 部 1,681,160 250,000 1,431,160 1,000,000 431,160

1,787,033
授業料等平均額
(成蹊大学除く) 1,543,700

(※2)　｢施設費｣｢教育充実費｣｢実験･実習費｣｢諸会費｣といった｢入学金｣｢授業料｣以外の納付金。本学においては｢施設費｣｢設備費｣の合計。

学生納付金の比較／成蹊大学(2022年度予定)と想定競合大学等(2020年度※1)

総額平均額
(成蹊大学除く)

(※1)

①授業料等は、2020年度入学用の学費の実績。引用：「2021(令和3)年度用大学の真の実力　情報公開ＢＯＯＫ」旺文社ムック,2020年9月

②本学の金額は、2022年度入学者予定納付金を記載した。
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第Ⅰ部
東京経済・雇用情勢の概況
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第
２
章

第７節　倒産／／第８節　雇用情勢

図１ 男女別完全失業者数（東京）・完全失業率
（東京・全国）の推移

図２　就職者数（東京）・就職率（東京・全国）の推移

図３ 有効求人数（東京）・有効求職者数（東京）・
有効求人倍率（東京・全国）の推移

図４ 雇用形態別有効求人倍率・新規求人倍率・
求職者数・求人数の推移（東京）

注 全国の2011年の値は、補完推計値。
資料 総務省、東京都「労働力調査」

注 就職率＝就職者数/新規求職者数×100。
資料 東京労働局、厚生労働省「一般職業紹介状況（職業安定業務統計）」

資料 東京労働局「一般職業紹介取扱状況」、「パートタイム職業紹介取
扱状況」

注 月の値は季節調整値。
資料 東京労働局、厚生労働省「職業安定業務統計」
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８　雇用情勢
（１）　改善する完全失業率

雇用関係の代表的な指標である完全失業率は、「労働力人口」に占める「完全失業者」の割合を表します。
完全失業者とは、15歳以上人口のうち、「仕事がなくて調査週間中に少しも仕事をしなかった（就業者で
はない。）」、「仕事があればすぐ就くことができる」、「調査週間中に、仕事を探す活動や事業を始める準
備をしていた（過去の求職活動の結果を待っている場合を含む。）」の３つの条件を満たす者をいいます。

リーマン・ショック後に悪化していた雇用情勢は、近年では改善傾向にあり、2019年における東京の完
全失業率は2.3％で、９年連続で改善しています。男女別にみると、完全失業者数では、男性の方が女性
より多くなっています。（図１）

（２）　２年ぶりに下降した就職率
都内ハローワークを通じた就職者数は、近年減少傾向で推移しており、2019年は2018年より約

１万１千人減少しました。内訳をみると、2009年以降は、非正社員の割合が全体の５割を超えており、
2019年には約60％を占めています。一方、東京の就職率をみると、2019年は２年ぶりに下降し、25.4％と
なっています。（図２）

（３） ９年ぶりに下降した有効求人倍率
東京の有効求人、求職者数の推移をみると、有効求職者数は９年連続で減少しています。一方、有効

求人数は増加傾向で推移していましたが、2018年以降２年連続で減少しています。東京の有効求人倍率
は上昇が続いていましたが、2019年は９年ぶりに下降し、2.10倍となっています。（図３）

注　労働力調査の基本集計及び詳細集計に関する留意点は、「本書のご利用にあたって」の５及び「＜コラム＞雇用情勢の動向を把握するための統計
　（労働力調査）について」を参照。

図５　地域別倒産件数、負債総額（東京、2019年） 図６　不況型倒産件数・全体に占める割合の推移
（東京・全国）

図７　人手不足型倒産件数の推移（全国）

図８　休廃業・解散、倒産件数の推移（東京）

注 「後継者難型」：社長や幹部役員の死亡、病気入院、引退などによ
る後継人材難による倒産。「求人難型」：人手確保が困難で事業
継続に支障が出たことによる倒産。「従業員退職型」：中核社員
の独立、転職などの退職から事業継続に支障が出たことによる
倒産。「人件費高騰型」：賃金等の人件費のコストアップから収
益が悪化したことによる倒産。各年の12月末時点の集計。

資料 （株）東京商工リサーチ資料

注 負債額1,000万円以上。件数が年間30件以上の区市を掲載。
資料 東京都「東京の企業倒産状況」（㈱東京商工リサーチ調べ）

注 負債額1,000万円以上。不況型倒産は、販売不振、既往のしわ寄せ
（赤字累積）、売掛金等回収難の合計。

資料 東京都「東京の企業倒産状況」（㈱東京商工リサーチ調べ）
 (株)東京商工リサーチ「全国企業倒産白書」

注 解散は、商業登記などで解散が確認された場合及びヒアリング
に基づき確認できた場合に件数にカウントしている。2019年12
月時点の集計。

資料　(株）東京商工リサーチ資料
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第２章　就業者を取り巻く状況

就業者を取り巻く状況第２章

１　若年者
（１）　若年者の雇用動向

東京における15歳から34歳までの若年就業者数は、近年横ばいで推移していましたが、2019年は４年
連続の増加となり、「15 ～ 24歳」が72.9万人、「25 ～ 34歳」が162.6万人となっています。また、若年者
人口に占める若年就業者の割合が緩やかな上昇傾向であるのに対し、就業者全体に占める若年就業者の
割合は近年横ばいで推移しています。（図１）
　若年者の有効求人倍率は、2010年以降いずれの年齢階級も上昇を続けています。中でも、「20 ～ 24歳」
は「全体」を上回る値が続いており、その差は年々大きくなっています。（図２）
　若年者の完全失業率は、いずれの年齢階級も「全体」を上回って推移しています。2019年は「15 ～ 24歳」
が3.4％で前年より0.3ポイント上昇、「25 ～ 34歳」は3.0％で前年より0.5ポイント低下しました。（図３）

（２）　新規学卒者の就職動向
東京における大学卒業者の就職状況をみると、大学卒業者数は緩やかな増加傾向にあります。就職者

数は９年連続で増加しており、卒業者全体に占める就職者の割合も上昇傾向となっています。（図４）

図１　年齢階級別若年就業者数の推移（東京） 図２　年齢階級別若年者の有効求人倍率の推移
　　　（東京）

図４　進路別大学卒業者数の推移（東京）

図３　年齢階級別若年者の完全失業率の推移
　　　（東京）

図５　従業員規模別大卒求人倍率の推移（全国）

30～34歳

20～24歳

25～29歳

全体

15～24歳25～34歳

全体

（％）

（万人）

注　　15～34歳を若年者とした。2011年及び2016年の数値については、
基準人口の切替えに伴う変動を考慮し、総務省統計局が遡及改訂
した数値を用いている。

資料　東京都「労働力調査」

注　　15～34歳を若年者とした。全体は15歳以上すべての年齢階級の計。
資料　東京都「東京の労働力」

注　　各年３月卒。民間企業への求人倍率。
資料　リクルートワークス研究所「大卒求人倍率調査」

注　　各年10月現在。20～34歳を若年者とした。全体は15歳以上のすべ
ての年齢階級の計。

資料　東京労働局「職業安定業務年報」
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注　　各年３月卒。「一時的な仕事に就いた者」とは、臨時的な収入を目
的とした仕事に就いた者。

資料　文部科学省「学校基本調査」
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令和３年２月

株式会社 進研アド

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

成蹊大学
「理工学部 理工学科」 （仮称）

設置に関するニーズ調査
結果報告書

【企業対象調査】
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１．調査目的

2022年４月開設予定の成蹊大学「理工学部 理工学科」新設構想に関して、
企業のニーズを把握する。

企業対象 調査概要

企業対象調査

調査対象 企業の採用担当者

調査エリア

（発送エリア）

北海道、青森県、宮城県、秋田県、山形県、
福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富山県、
石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、
静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、
大阪府、兵庫県、鳥取県、島根県、岡山県、
広島県、山口県、香川県、愛媛県、福岡県、

大分県、宮崎県、沖縄県

調査方法 郵送調査

調査
対象数

依頼数 2,035社

回収数（回収率） 496社（24.4％）

調査時期 2020年11月11日（水）～2020年12月15日(火)

調査実施機関 株式会社 進研アド

３．調査項目

企業対象調査

• 人事採用への関与度

• 本社所在地

• 業種

• 従業員数

• 正規社員の平均採用人数

• 本年度の採用予定数

• 採用したい学問分野

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の社会的必要性

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」卒業生に対する採用意向

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」卒業生の毎年の採用想定人数

２．調査概要
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企業対象 調査結果まとめ
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企業対象 調査結果まとめ

回答企業（回答者）の属性

回答企業の採用状況（過去３か年）／本年度の採用予定数／
採用したい学問分野

※本調査は、成蹊大学「理工学部 理工学科」に対する人材需要を確認するための調査
として設計。成蹊大学「理工学部 理工学科」の卒業生就職先として想定される企業
の人事関連業務に携わっている人を対象に調査を実施し、496社から回答を得た。

• 回答者の人事採用への関与度を聞いたところ、「採用の決裁権があり、選考にか

かわっている」人は15.1％、「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている」人

が79.4％と、採用や選考にかかわる人事担当者からの意見を聴取できていると考

えられる。

• 回答企業の本社所在地は、成蹊大学の所在地である「東京都」が64.5％を占め、

最も多い。次いで「神奈川県」が9.3％、「大阪府」が5.2％である。

• 回答企業の業種としては「製造業」が50.0％で最も多い。次いで「卸売・小売業」が

11.9％、「情報通信業」が11.5％である。

• 回答企業の従業員数（正規社員）は、「100名～500名未満」が33.1％で最も多い。

次いで「1,000名～5,000名未満」が30.6％、「500名～1,000名未満」が25.0％であ

る。

• 回答企業の平均的な正規社員の採用人数は、「10名～20名未満」が26.2％で最も

多い。次いで「５名～10名未満」が14.9％、「20名～30名未満」が13.3％である。

毎年、正規社員を採用している企業がほとんどである。

• 回答企業の本年度の採用予定数は、「昨年度並み」が69.6％で最も多い。次いで

「減らす」が10.9％である。また、「増やす」は8.5％であり、回答企業の多くで昨年と

同等の採用が予定されている様子である。

• 回答企業の採用したい学問分野を複数回答で聴取したところ、「理工学部 理工

学科」の学びに関連のある「工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など）」の

割合が65.7％で最も高い。次いで「情報科学」が44.0％、「理学（数学、物理学、化

学など）」が40.7％である。

資料8

54



企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度（※）は、すべての項目で

８割を超える。

• 最も魅力度が高いのは、「特色⑤数学・物理・化学・生物といった理工学の基礎力

だけでなく、読解力、文章作成力、プレゼンテーションスキル、コミュニケーション

力といった社会人基礎力も鍛えます。」（98.6％）であり、「とても魅力を感じる」と回

答した人の割合も76.8％で最も高い。

次に魅力度が高いのは、「特色③「連携プロジェクト」科目では、専攻間の垣根を越

えて学生同士が協働し、企業や地域における課題をチームで解決するための実践

力を磨きます。」「特色④すべての専攻で確かなＩＣＴ活用力を身につけます。各専

攻の専門知識とＩＣＴを高度に駆使して、実社会における課題を解決できる力を養

います。」（ともに97.0％）、さらに「特色①１学科の中に５つの専攻（データ数理、コ

ンピュータ科学、機械システム、電気電子、応用化学）を設置。所属専攻以外の科

目も履修でき、融合分野も学べます。」（96.8％）、「特色②意識の高い学生に向け

て、時代のニーズを捉えた専攻融合型の「特別プログラム」を設置。「生命科学プロ

グラム」「経営科学プログラム」「教育手法プログラム」を構想しています。」（88.5％）

と続く。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した企業の合計値
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企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科」卒業生に対する
採用意向・毎年の採用想定人数

• 「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気電子専攻」

「応用化学専攻」のいずれかにあたる成蹊大学「理工学部 理工学科（各専攻いず

れか）」卒業生を「採用したいと思う」と答えた企業は、97.2％（496社中、482社）であ

る。

• 「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気電子専攻」

「応用化学専攻」のいずれかにあたる成蹊大学「理工学部 理工学科（各専攻いず

れか） 」の卒業生を「採用したいと思う」と答えた482社へ成蹊大学「理工学部 理

工学科（各専攻いずれか） 」の卒業生の採用を毎年何名程度想定しているか聞い

たところ、採用想定人数の合計は2,988名で、学科で予定している入学定員数420

名を７倍以上上回る。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「関東」エリアに本社がある企業からの採用意向は、97.2％（395社中、384社）。

採用想定人数の合計は2,433名で、学科で予定している入学定員数を５倍以上上

回る。「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、96.9％（320社中、310

社）。採用想定人数の合計は1,993名で、学科で予定している入学定員数を４倍

以上上回る。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」のうち、「データ数理専攻」「コンピュータ科学専

攻」「機械システム専攻」「電気電子専攻」「応用化学専攻」のいずれかにあたる

「理工学部 理工学科（各専攻いずれか）」の社会的必要性についての評価は、

99.4％（496社中、493社）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業がこれから

の社会にとって必要な学部・学科であると評価していることがうかがえる。

成蹊大学「理工学部 理工学科」の社会的必要性
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◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、99.6％（248社中、247社）。採用想定人数の

合計は1,576名で、学科で予定している入学定員数を３倍以上上回る。

◇採用したい学問分野別

• 理工学部 理工学科の学びに関連のある「工学（機械工学、電気・電子工学、応

用化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、

99.7％（326社中、325社）。採用想定人数の合計は2,201名で、学科で予定してい

る入学定員数を５倍以上上回る。「情報科学」を学んだ学生を採用したいと回答し

た企業からの採用意向は、100.0％（218社中、218社）。採用想定人数の合計は

1,631名で、学科で予定している入学定員数を３倍以上上回る。さらに 「理学（数

学、物理学、化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意

向は、100.0％（202社中、202社）。採用想定人数の合計は1,473名で、学科で予

定している入学定員数を３倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも９割を超えている。採用想定人数の合計もすべて2,600名以上

と、学科で予定している入学定員数を６倍以上上回る。

◇社会的必要性別【必要だと思う】

• 「理工学科」が社会的に必要だと思うと回答した企業からの採用意向は、97.8％

（493社中、482社）。採用想定人数の合計は2,988名で、学科で予定している入学

定員数を７倍以上上回る。

企業対象 調査結果まとめ
資料8
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企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」卒業生に対する
採用意向・毎年の採用想定人数

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」卒業生を「採用したいと思う」と

答えた企業は、70.0％（496社中、347社）である。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の卒業生を「採用したいと思う」

と答えた347社へ成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」卒業生の採

用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人数の合計は433名

で、予定している入学定員数70名を６倍以上上回る。このことから、安定した人材

需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「関東」エリアに本社がある企業からの採用意向は、70.9％（395社中、280社）。

採用想定人数の合計は360名で、予定している入学定員数を５倍以上上回る。

「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、73.1％（320社中、234社）。採用

想定人数の合計は299名で、予定している入学定員数を４倍以上上回る。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の社会的必要性についての評

価は、95.4％（496社中、473社）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業がこ

れからの社会にとって必要な学部・学科・専攻であると評価していることがうかがえ

る。

成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の社会的必要性
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◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、67.3％（248社中、167社）。採用想定人数の

合計は195名で、予定している入学定員数を２倍以上上回る。「情報通信業」の企

業からの採用意向は、91.2％（57社中、52社）。採用想定人数の合計は84名で、

予定している入学定員数を上回る。

◇採用したい学問分野別

• 理工学部 理工学科 データ数理専攻の学びに関連のある。「工学（機械工学、

電気・電子工学、応用化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業から

の採用意向は、64.4％（326社中、210社）。採用想定人数の合計は284名で、予定

している入学定員数を４倍以上上回る。「情報科学」を学んだ学生を採用したいと

回答した企業からの採用意向は、79.8％（218社中、174社）。採用想定人数の合

計は249名で、予定している入学定員数を３倍以上上回る。「理学（数学、物理学、

化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、75.2％

（202社中、152社）。採用想定人数の合計は214名で、予定している入学定員数を

３倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも７割を超えている。採用想定人数の合計もすべて400名以上と、

予定している入学定員数を５倍以上上回る。

◇社会的必要性別【必要だと思う】

• 「データ数理専攻」が社会的に必要だと思うと回答した企業からの採用意向は、

72.9％（473社中、345社）。採用想定人数の合計は431名で、予定している入学定

員数を６倍以上上回る。

企業対象 調査結果まとめ
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企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」卒業生に
対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」卒業生を「採用したいと思

う」と答えた企業は、79.0％（496社中、392社）である。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の卒業生を「採用したいと

思う」と答えた392社へ成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」卒

業生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人数の合計

は519名で、予定している入学定員数90名を５倍以上上回る。このことから、安定し

た人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「関東」エリアに本社がある企業からの採用意向は、79.0％（395社中、312社）。

採用想定人数の合計は418名で、予定している入学定員数を４倍以上上回る。

「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、80.3％（320社中、257社）。採用

想定人数の合計は345名で、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の社会的必要性につい

ての評価は、96.8％（496社中、480社）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企

業がこれからの社会にとって必要な学部・学科・専攻であると評価していることがう

かがえる。

成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の
社会的必要性
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◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、77.4％（248社中、192社）。採用想定人数の

合計は234名で、予定している入学定員数を２倍以上上回る。「情報通信業」の企

業からの採用意向は、96.5％（57社中、55社）。採用想定人数の合計は97名で、

予定している入学定員数を上回る。

◇採用したい学問分野別

• 理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻の学びに関連のある「工学（機械工

学、電気・電子工学、応用化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業

からの採用意向は、75.5％（326社中、246社）。採用想定人数の合計は351名で、

予定している入学定員数を３倍以上上回る。「情報科学」を学んだ学生を採用した

いと回答した企業からの採用意向は、91.3％（218社中、199社）。採用想定人数の

合計は310名で、予定している入学定員数を３倍以上上回る。「理学（数学、物理

学、化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、

84.2％（202社中、170社）。採用想定人数の合計は253名で、予定している入学定

員数を２倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも７割を超えている。採用想定人数の合計もすべて400名以上と、

予定している入学定員数を４倍以上上回る。

◇社会的必要性別【必要だと思う】

• 「コンピュータ科学専攻」が社会的に必要だと思うと回答した企業からの採用意向

は、81.0％（480社中、389社）。採用想定人数の合計は516名で、予定している入

学定員数を５倍以上上回る。

企業対象 調査結果まとめ
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企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」卒業生に
対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」卒業生を「採用したいと思う」

と答えた企業は、91.1％（496社中、452社）である。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の卒業生を「採用したいと思

う」と答えた452社へ成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」卒業生の

採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人数の合計は791名

で、予定している入学定員数90名を８倍以上上回る。このことから、安定した人材

需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「関東」エリアに本社がある企業からの採用意向は、90.6％（395社中、358社）。

採用想定人数の合計は641名で、予定している入学定員数を７倍以上上回る。

「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、90.0％（320社中、288社）。採用

想定人数の合計は519名で、予定している入学定員数を５倍以上上回る。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の社会的必要性についての

評価は、98.0％（496社中、486社）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業が

これからの社会にとって必要な学部・学科・専攻であると評価していることがうかが

える。

成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の
社会的必要性
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◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、96.4％（248社中、239社）。採用想定人数の

合計は459名で、予定している入学定員数を５倍以上上回っている。「建設業」の企

業からの採用意向は、89.3％（56社中、50社）。採用想定人数の合計は97名で、

予定している入学定員数を上回る。

◇採用したい学問分野別

• 理工学部 理工学科 機械システム専攻の学びに関連のある「工学（機械工学、

電気・電子工学、応用化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業から

の採用意向は、94.5％（326社中、308社）。採用想定人数の合計は620名で、予定

している入学定員数を６倍以上上回る。「情報科学」を学んだ学生を採用したいと

回答した企業からの採用意向は、95.4％（218社中、208社）。採用想定人数の合

計は433名で、予定している入学定員数を４倍以上上回る。「理学（数学、物理学、

化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、95.5％

（202社中、193社）。採用想定人数の合計は383名で、予定している入学定員数を

４倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも９割を超えている。採用想定人数の合計もすべて600名以上と、

予定している入学定員数を６倍以上上回る。

◇社会的必要性別【必要だと思う】

• 「機械システム専攻」が社会的に必要だと思うと回答した企業からの採用意向は、

92.2％（486社中、448社）。採用想定人数の合計は787名で、予定している入学定

員数を８倍以上上回る。

企業対象 調査結果まとめ
資料8
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企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」卒業生に対する
採用意向・毎年の採用想定人数

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」卒業生を「採用したいと思う」と答

えた企業は、89.9％（496社中、446社）である。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の卒業生を「採用したいと思う」と

答えた446社へ成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」卒業生の採用を

毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人数の合計は786名で、予

定している入学定員数70名を10倍以上上回る。このことから、安定した人材需要

があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「関東」エリアに本社がある企業からの採用意向は、89.4％（395社中、353社）。

採用想定人数の合計は638名で、予定している入学定員数を９倍以上上回る。

「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、88.8％（320社中、284社）。採用

想定人数の合計は520名で、予定している入学定員数を７倍以上上回る。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の社会的必要性についての評

価は、97.6％（496社中、484社）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業がこ

れからの社会にとって必要な学部・学科・専攻であると評価していることがうかがえ

る。

成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の社会的必要性
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◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、94.4％（248社中、234社）。採用想定人数の

合計は430名で、予定している入学定員数を６倍以上上回る。「情報通信業」の企

業からの採用意向は、89.5％（57社中、51社）で、採用想定人数の合計は72名、

「建設業」の企業からの採用意向は、96.4％（56社中、54社）で、採用想定人数の

合計は121名と、ともに予定している入学定員数を上回る。

◇採用したい学問分野別

• 理工学部 理工学科 電気電子専攻の学びに関連のある「工学（機械工学、電

気・電子工学、応用化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの

採用意向は、93.6％（326社中、305社）。採用想定人数の合計は623名と、予定し

ている入学定員数を８倍以上上回る。「情報科学」を学んだ学生を採用したいと回

答した企業からの採用意向は、95.0％（218社中、207社）。採用想定人数の合計

は411名で、予定している入学定員数を５倍以上上回る。「理学（数学、物理学、化

学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、95.0％

（202社中、192社）。採用想定人数の合計は363名で、予定している入学定員数を

５倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも９割を超えている。採用想定人数の合計もすべて600名以上と、

予定している入学定員数を８倍以上上回る。

◇社会的必要性別【必要だと思う】

• 「電気電子専攻」が社会的に必要だと思うと回答した企業からの採用意向は、

91.5％（484社中、443社）。採用想定人数の合計は784名で、予定している入学定

員数を10倍以上上回っている。

企業対象 調査結果まとめ
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企業対象 調査結果まとめ

成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」卒業生に対する
採用意向・毎年の採用想定人数

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」卒業生を「採用したいと思う」と答

えた企業は、67.5％（496社中、335社）である。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の卒業生を「採用したいと思う」と

答えた335社へ成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」卒業生の採用を

毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人数の合計は459名で、予

定している入学定員数80名を５倍以上上回る。このことから、安定した人材需要が

あることがうかがえる。

＜属性別＞

◇本社所在地別

• 「関東」エリアに本社がある企業からの採用意向は、68.1％（395社中、269社）。

採用想定人数の合計は376名で、予定している入学定員数を４倍以上上回る。

「東京都」に本社がある企業からの採用意向は、69.1％（320社中、221社）。採用

想定人数の合計は310名で、予定している入学定員数を３倍以上上回っている。

• 成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の社会的必要性についての評

価は、92.9％（496社中、461社）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業がこ

れからの社会にとって必要な学部・学科・専攻であると評価していることがうかがえ

る。

成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の社会的必要性
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◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、69.8％（248社中、173社）。採用想定人数の

合計は258名で、予定している入学定員数を３倍以上上回る。

◇採用したい学問分野別

• 理工学部 理工学科 応用化学専攻の学びに関連のある「工学（機械工学、電

気・電子工学、応用化学など）」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの

採用意向は、64.7％（326社中、211社）。採用想定人数の合計は323名で、予定し

ている入学定員数を４倍以上上回る。「理学（数学、物理学、化学など）」を学んだ

学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、79.7％（202社中、161社）。

採用想定人数の合計は260名で、予定している入学定員数を３倍以上上回る。「情

報科学」を学んだ学生を採用したいと回答した企業からの採用意向は、67.9％

（218社中、148社）。採用想定人数の合計は228名で、予定している入学定員数を

２倍以上上回る。

◇成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度別

• 成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に魅力を感じている企業の採用意向は、

いずれの特色でも６割を超えている。採用想定人数の合計もすべて400人以上と、

予定している入学定員数を５倍以上上回る。

◇社会的必要性別【必要だと思う】

• 「応用化学専攻」が社会的に必要だと思うと回答した企業からの採用意向は、

70.9％（461社中、327社）。採用想定人数の合計は450名で、予定している入学定

員数を６倍以上上回る。

企業対象 調査結果まとめ
資料8
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企業対象 調査結果
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20%
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採用の決裁権が
あり、選考に

かかわっている

採用の決裁権は
ないが、選考に
かかわっている

採用時には
直接かかわらず、

情報や意見を収集、
提供する立場にある

無回答

全体 (n=496) 15.1 79.4 4.2 

1.2 

【単位：％】

200 40 60 80 100

回答企業（回答者）の属性（人事採用への関与度／本社所在地）

■人事採用への関与度
Ｑ１. アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。 （あてはまる番号１つに○）

■本社所在地
Ｑ２. 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。
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■業種
Ｑ３. 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

回答企業（回答者）の属性（業種／従業員数）

■従業員数
Ｑ４. 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）
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増やす 昨年度並み 減らす 未定 無回答
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正規社員の平均採用人数／本年度の採用予定数

Ｑ５. 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。（あてはまる番号１つに○）

■正規社員の平均採用人数

■本年度の採用予定数

Ｑ６. 貴社・貴団体の本年度の採用予定数は、昨年度と比較していかがですか。(あてはまる番号１つに○)
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採用したい学問分野

Ｑ７. 貴社・貴団体では、今後、大学でどのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。
（あてはまる番号すべてに○）

■採用したい学問分野
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■成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

Ｑ８. 成蹊大学「理工学部 理工学科」（仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。貴社・貴団体（ご回答者）
にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

成蹊大学「理工学部 理工学科」の特色に対する
魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

(各n=496)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

特
色
①

１学科の中に５つの専攻（データ数理、コン
ピュータ科学、機械システム、電気電子、応
用化学）を設置。所属専攻以外の科目も履
修でき、融合分野も学べます。

96.8

特
色
②

意識の高い学生に向けて、時代のニーズを
捉えた専攻融合型の「特別プログラム」を設
置。「生命科学プログラム」「経営科学プログ
ラム」「教育手法プログラム」を構想していま
す。

88.5

特
色
③

「連携プロジェクト」科目では、専攻間の垣根
を越えて学生同士が協働し、企業や地域に
おける課題をチームで解決するための実践
力を磨きます。

97.0

特
色
④

すべての専攻で確かなＩＣＴ活用力を身につ
けます。各専攻の専門知識とＩＣＴを高度に駆
使して、実社会における課題を解決できる力
を養います。

97.0

特
色
⑤

数学・物理・化学・生物といった理工学の基
礎力だけでなく、読解力、文章作成力、プレ
ゼンテーションスキル、コミュニケーション力
といった社会人基礎力も鍛えます。

98.6

60.1 

39.1 

60.9 

63.3 

76.8 

36.7 

49.4 

36.1 

33.7 

21.8 

2.6 

10.3 

2.0 

2.2 

1.0 

0.2 

0.8 

0.2 

0.4 

0.0 

0.4 

0.4 

0.8 

0.4 

0.4 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）
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成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）の社会的必要性
／卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=496)
97.2

（482社）

1.8

（9社）

1.0

（5社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=496)
99.4

（493社）

0.4

（2社）

0.2

（1社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

■成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）を卒業した
学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）は、これからの

社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

※ 「必要だと思う」＝「理工学部 理工学科」内の「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気電子専攻」
「応用化学専攻」の５専攻のうち、いずれかの専攻を「必要だと思う」と回答した企業の数

※ 「必要だと思わない」＝「理工学部 理工学科」内の「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気電子
専攻」「応用化学専攻」の５専攻全てで「必要だと思わない」と回答した企業の数

※ 「採用したいと思う」＝「理工学部 理工学科」内の「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気電子
専攻」「応用化学専攻」の５専攻のうち、いずれかの専攻で「採用したいと思う」と回答した企業の数

※ 「採用したいと思わない」＝「理工学部 理工学科」内の「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気
電子専攻」「応用化学専攻」の５専攻全てで「採用したいと思わない」と回答した企業の数
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成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）卒業生に
対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

全体 (n=496) 482社 2,988名 

関東 (n=395) 384社 2,433名 

　東京都 (n=320) 310社 1,993名 

製造業 (n=248) 247社 1,576名 

情報通信業 (n=57) 56社 376名 

理学（数学、物理学、化学など） (n=202) 202社 1,473名 

情報科学 (n=218) 218社 1,631名 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=326) 325社 2,201名 

文学 (n=72) 72社 502名 

語学 (n=111) 110社 784名 

法学 (n=140) 139社 951名 

経済・経営・商学 (n=177) 175社 1,191名 

社会学 (n=101) 99社 653名 

国際関係学 (n=101) 100社 682名 

特色①　魅力あり (n=480) 469社 2,925名 

特色②　魅力あり (n=439) 427社 2,684名 

特色③　魅力あり (n=481) 468社 2,909名 

特色④　魅力あり (n=481) 468社 2,936名 

特色⑤　魅力あり (n=489) 475社 2,944名 

社会的
必要性別

【必要だと思う】
理工学科（各専攻いずれか） (n=493) 482社 2,988名 

本
社

所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る

魅
力
度
別

97.2 

97.2 

96.9 

99.6 

98.2 

100.0 

100.0 

99.7 

100.0 

99.1 

99.3 

98.9 

98.0 

99.0 

97.7 

97.3 

97.3 

97.3 

97.1 

97.8 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■成蹊大学「理工学部 理工学科」（各専攻いずれか）卒業生に対する採用意向／
採用想定人数＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科」の「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械シ
ステム専攻」「電気電子専攻」「応用化学専攻」のいずれかの専攻に対して、Ｑ10で「採用
したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、
Ｑ11で回答した企業が示す具体的な人数を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※ 「理工学部 理工学科」内の「データ数理専攻」「コンピュータ科学専攻」「機械システム専攻」「電気電子専攻」「応用化学専攻」の５つの専攻それぞれで、
「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名を代入し合計値を算出。各専攻の合計値を足した数値を採用想定人数・合計とする
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成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の社会的必要性／
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=496)
70.0

（347社）

26.8

（133社）

3.2

（16社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=496)
95.4

（473社）

4.0

（20社）

0.6

（3社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

標
本
数

単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
～

９
名

1
0
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 70.6% 13.3% 3.2% 0.6% 2.0% 0.6%

企業数 245 46 11 2 7 2 313

名 245 92 33 8 35 20 433

 全体 347 ⇒

「採用したいと思う」と答えた347社のみ抽出

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

■成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）を卒業した
学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」卒業生の毎年の採用想定人数

■成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）は、これからの

社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ11.Ｑ10でいずれかの専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を想定
されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
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成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」
卒業生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

全体 (n=496) 347社 433名 

関東 (n=395) 280社 360名 

　東京都 (n=320) 234社 299名 

製造業 (n=248) 167社 195名 

情報通信業 (n=57) 52社 84名 

理学（数学、物理学、化学など） (n=202) 152社 214名 

情報科学 (n=218) 174社 249名 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=326) 210社 284名 

語学 (n=111) 82社 103名 

法学 (n=140) 98社 123名 

経済・経営・商学 (n=177) 124社 161名 

社会学 (n=101) 73社 86名 

国際関係学 (n=101) 79社 94名 

特色①　魅力あり (n=480) 341社 426名 

特色②　魅力あり (n=439) 321社 402名 

特色③　魅力あり (n=481) 341社 425名 

特色④　魅力あり (n=481) 342社 428名 

特色⑤　魅力あり (n=489) 344社 428名 

社会的
必要性別

【必要だと思う】
データ数理専攻 (n=473) 345社 431名 

本
社

所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る

魅
力
度
別

70.0 

70.9 

73.1 

67.3 

91.2 

75.2 

79.8 

64.4 

73.9 

70.0 

70.1 

72.3 

78.2 

71.0 

73.1 

70.9 

71.1 

70.3 

72.9 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」卒業生に対する採用意向／
採用想定人数＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科 データ数理専攻」に対して、Ｑ10で「採用したいと思う」
と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、Ｑ11で回答
した企業が示す具体的な人数を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※ 採用想定人数・合計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出
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成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の社会的必要性／
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=496)
79.0

（392社）

18.3

（91社）

2.6

（13社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=496)
96.8

（480社）

2.8

（14社）

0.4

（2社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

標
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数

単
位

１
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２
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４
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～
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名

1
0
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
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業
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・
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お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 69.6% 13.8% 3.8% 0.5% 2.8% 0.8%

企業数 273 54 15 2 11 3 358

名 273 108 45 8 55 30 519

 全体 392 ⇒

「採用したいと思う」と答えた392社のみ抽出

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

■成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）を卒業した
学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」卒業生の毎年の
採用想定人数

■成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）は、これからの

社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ11.Ｑ10でいずれかの専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を想定
されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
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成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」
卒業生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

全体 (n=496) 392社 519名 

関東 (n=395) 312社 418名 

　東京都 (n=320) 257社 345名 

製造業 (n=248) 192社 234名 

情報通信業 (n=57) 55社 97名 

理学（数学、物理学、化学など） (n=202) 170社 253名 

情報科学 (n=218) 199社 310名 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=326) 246社 351名 

語学 (n=111) 89社 117名 

法学 (n=140) 112社 148名 

経済・経営・商学 (n=177) 139社 194名 

社会学 (n=101) 83社 105名 

国際関係学 (n=101) 88社 109名 

特色①　魅力あり (n=480) 385社 512名 

特色②　魅力あり (n=439) 355社 472名 

特色③　魅力あり (n=481) 382社 501名 

特色④　魅力あり (n=481) 385社 512名 

特色⑤　魅力あり (n=489) 388社 513名 

社会的
必要性別

【必要だと思う】
コンピュータ科学専攻 (n=480) 389社 516名 

本
社

所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

「
理
工
学
部

理
工
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科

」
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色
に
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す
る

魅
力
度
別

79.0 

79.0 

80.3 

77.4 

96.5 

84.2 

91.3 

75.5 

80.2 

80.0 

78.5 

82.2 

87.1 

80.2 

80.9 

79.4 

80.0 

79.3 

81.0 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」卒業生に対する
採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科 コンピュータ科学専攻」に対して、Ｑ10で「採用したいと
思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、Ｑ11で
回答した企業が示す具体的な人数を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※ 採用想定人数・合計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出
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成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の社会的必要性／
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=496)
91.1

（452社）

7.1

（35社）

1.8

（9社）

【単位：％】

200 40 60 80 100
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数
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９
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業
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お
よ
び
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用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 54.2% 21.2% 9.1% 0.9% 5.5% 2.0%

企業数 245 96 41 4 25 9 420

名 245 192 123 16 125 90 791

 全体 452 ⇒

「採用したいと思う」と答えた452社のみ抽出

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

■成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）を卒業した
学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」卒業生の毎年の
採用想定人数

■成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）は、これからの

社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ11.Ｑ10でいずれかの専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を想定
されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=496)
98.0

（486社）

1.6

（8社）

0.4

（2社）

【単位：％】

200 40 60 80 100
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成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」
卒業生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

全体 (n=496) 452社 791名 

関東 (n=395) 358社 641名 

　東京都 (n=320) 288社 519名 

製造業 (n=248) 239社 459名 

情報通信業 (n=57) 50社 73名 

建設業 (n=56) 50社 97名 

理学（数学、物理学、化学など） (n=202) 193社 383名 

情報科学 (n=218) 208社 433名 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=326) 308社 620名 

語学 (n=111) 105社 221名 

法学 (n=140) 134社 274名 

経済・経営・商学 (n=177) 168社 331名 

社会学 (n=101) 96社 182名 

国際関係学 (n=101) 99社 192名 

特色①　魅力あり (n=480) 442社 772名 

特色②　魅力あり (n=439) 403社 695名 

特色③　魅力あり (n=481) 441社 772名 

特色④　魅力あり (n=481) 442社 779名 

特色⑤　魅力あり (n=489) 447社 780名 

社会的
必要性別

【必要だと思う】
機械システム専攻 (n=486) 448社 787名 

本
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在
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別
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別

91.1 

90.6 

90.0 

96.4 

87.7 

89.3 

95.5 

95.4 

94.5 

94.6 
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95.0 

98.0 
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91.8 
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91.4 

92.2 
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・合計
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・合計

採用意向（％）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」卒業生に対する採用意向／
採用想定人数＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科 機械システム専攻」に対して、Ｑ10で「採用したいと思
う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、Ｑ11で回
答した企業が示す具体的な人数を【採用想定人数】と定義する。

※ 採用想定人数・合計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

＜属性別＞
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成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の社会的必要性／
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=496)
89.9

（446社）

8.7

（43社）

1.4

（7社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=496)
97.6

（484社）

2.0

（10社）

0.4

（2社）

【単位：％】

200 40 60 80 100
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１
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業
数
・
計

お
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用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 55.6% 19.1% 9.2% 1.1% 5.6% 2.2%

企業数 248 85 41 5 25 10 414

名 248 170 123 20 125 100 786

 全体 446 ⇒

「採用したいと思う」と答えた446社のみ抽出

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

■成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）を卒業した
学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」卒業生の毎年の採用想定人数

■成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）は、これからの

社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ11.Ｑ10でいずれかの専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を想定
されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
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成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」
卒業生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

全体 (n=496) 446社 786名 

関東 (n=395) 353社 638名 

　東京都 (n=320) 284社 520名 

製造業 (n=248) 234社 430名 

情報通信業 (n=57) 51社 72名 

建設業 (n=56) 54社 121名 

理学（数学、物理学、化学など） (n=202) 192社 363名 

情報科学 (n=218) 207社 411名 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=326) 305社 623名 

農・水産学 (n=54) 48社 75名 

文学 (n=72) 70社 139名 

語学 (n=111) 100社 213名 

法学 (n=140) 130社 261名 

経済・経営・商学 (n=177) 161社 311名 

社会学 (n=101) 95社 176名 

国際関係学 (n=101) 96社 176名 

特色①　魅力あり (n=480) 435社 761名 

特色②　魅力あり (n=439) 397社 681名 

特色③　魅力あり (n=481) 436社 760名 

特色④　魅力あり (n=481) 436社 764名 

特色⑤　魅力あり (n=489) 440社 766名 

社会的
必要性別

【必要だと思う】
電気電子専攻 (n=484) 443社 784名 

本
社

所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る

魅
力
度
別

89.9 

89.4 

88.8 

94.4 

89.5 

96.4 

95.0 

95.0 

93.6 

88.9 

97.2 

90.1 

92.9 

91.0 

94.1 

95.0 

90.6 

90.4 

90.6 

90.6 

90.0 

91.5 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」卒業生に対する採用意向／
採用想定人数＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科 電気電子専攻」に対して、Ｑ10で「採用したいと思う」と
回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、Ｑ11で回答し
た企業が示す具体的な人数を【採用想定人数】と定義する。

※ 採用想定人数・合計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

＜属性別＞
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成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の社会的必要性／
卒業生に対する採用意向／卒業生の毎年の採用想定人数

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=496)
67.5

（335社）

29.0

（144社）

3.4

（17社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=496)
92.9

（461社）

6.5

（32社）

0.6

（3社）

【単位：％】

200 40 60 80 100

標
本
数

単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
～

９
名

1
0
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 67.2% 16.4% 5.7% 0.9% 2.1% 0.6%

企業数 225 55 19 3 7 2 311

名 225 110 57 12 35 20 459

 全体 335 ⇒

「採用したいと思う」と答えた335社のみ抽出

※ 毎年の採用想定人数・計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

■成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」卒業生に対する採用意向

Ｑ10.貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）を卒業した
学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」卒業生の毎年の採用想定人数

■成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」の社会的必要性
Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学「理工学部 理工学科」の各専攻（すべて仮称、設置構想中）は、これからの

社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ11.Ｑ10でいずれかの専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。
「１．採用したいと思う」と回答された専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、毎年何名程度の採用を想定
されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）
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成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」
卒業生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

全体 (n=496) 335社 459名 

関東 (n=395) 269社 376名 

　東京都 (n=320) 221社 310名 

製造業 (n=248) 173社 258名 

情報通信業 (n=57) 43社 50名 

理学（数学、物理学、化学など） (n=202) 161社 260名 

情報科学 (n=218) 148社 228名 

工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） (n=326) 211社 323名 

文学 (n=72) 56社 84名 

語学 (n=111) 85社 130名 

法学 (n=140) 99社 145名 

経済・経営・商学 (n=177) 126社 194名 

社会学 (n=101) 73社 104名 

国際関係学 (n=101) 76社 111名 

特色①　魅力あり (n=480) 330社 454名 

特色②　魅力あり (n=439) 317社 434名 

特色③　魅力あり (n=481) 329社 451名 

特色④　魅力あり (n=481) 329社 453名 

特色⑤　魅力あり (n=489) 333社 457名 

社会的
必要性別

【必要だと思う】
応用化学専攻 (n=461) 327社 450名 

本
社

所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

「
理
工
学
部

理
工
学
科

」

の
特
色
に
対
す
る

魅
力
度
別

67.5 

68.1 

69.1 

69.8 

75.4 

79.7 

67.9 

64.7 

77.8 

76.6 

70.7 

71.2 

72.3 

75.2 

68.8 

72.2 

68.4 

68.4 

68.1 

70.9 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」卒業生に対する採用意向／
採用想定人数＜属性別＞

※成蹊大学「理工学部 理工学科 応用化学専攻」に対して、Ｑ10で「採用したいと思う」と
回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに【採用意向企業】のうち、Ｑ11で回答し
た企業が示す具体的な人数を【採用想定人数】と定義する。

※ 採用想定人数・合計 「５名～９名」＝５名、「10名以上」＝10名 を代入し合計値を算出

＜属性別＞
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調査票

Ｑ１． アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。

（あてはまる番号１つに○）

1. 採用の決裁権があり、選考にかかわっている

2. 採用の決裁権はないが、選考にかかわっている

3. 採用時には直接かかわらず、情報や意見を収集、提供する立場にある

Ｑ２． 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。

Ｑ３． 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 製造業 6. 卸売・小売業 11. 医療・福祉

2. 情報通信業 7. 運輸業 12. 農・林・漁・鉱業

3. サービス業 8. 建設業 13. 飲食店・宿泊業

4. 複合サービス業 9. 不動産業 14. 公務

5. 金融・保険業 10. 電気・ガス・熱供給・水道業 15. その他

Ｑ４． 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 50名未満 3. 100名～500名未満 5. 1,000名～5,000名未満

2. 50名～100名未満 4. 500名～1,000名未満 6. 5,000名以上

Ｑ５． 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。

（あてはまる番号１つに○）

1. 0名 4. 10名～20名未満 7. 50名～100名未満

2. 1名～5名未満 5. 20名～30名未満 8. 100名以上

3. 5名～10名未満 6. 30名～50名未満

Ｑ６． 貴社・貴団体の本年度の採用予定数は、昨年度と比較していかがですか。(あてはまる番号１つに○)

1. 増やす 3. 減らす

2. 昨年度並み 4. 未定

Ｑ７． 貴社・貴団体では、今後、大学でどのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。

（あてはまる番号すべてに○）

1. 理学（数学、物理学、化学など） 7. 文学 13. 教員養成・教育学

2. 情報科学 8. 語学 14. 生活科学

3. 工学（機械工学、電気・電子工学、応用化学など） 9. 法学 15. 芸術学

4. 農・水産学 10. 経済・経営・商学 16. 総合科学

5. 看護・保健学 11. 社会学 17. 学んだ学問分野にはこだわらない

6. 医・歯・薬学 12. 国際関係学

裏面へ続く→

成蹊大学「理工学部 理工学科」
＜データ数理専攻/コンピュータ科学専攻/機械システム専攻/電気電子専攻/応用化学専攻＞

（すべて仮称、設置構想中） に関するアンケート

成蹊大学では2022年（令和４年）４月より、「理工学部 理工学科」＜データ数理専攻/コンピュータ科学専攻/機械シス

テム専攻/電気電子専攻/応用化学専攻＞ （すべて仮称）を設置することを構想しています。
このアンケートは採用ご担当者の皆様からご意見をお伺いし、より充実した大学や学部・学科にするための参
考資料とさせていただくものです。このアンケートで得られた情報や回答内容は、上記の目的のための統計
資料としてのみ活用し、個人を特定することは一切ありません。
つきましては、ぜひアンケートへのご協力をお願いいたします。

※このアンケートや同封した資料に記載されている 「理工学部 理工学科」 ＜データ数理専攻/コンピュータ科学専攻/機械

システム専攻/電気電子専攻/応用化学専攻＞（すべて仮称、設置構想中）に関する事項はすべて予定であり内容が変更に
なる可能性があります。

はじめに、貴社・貴団体についてお伺いいたします。

本社(本部)所在地 都 ・ 道 ・ 府 ・ 県　←１つに○
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調査票

Ｑ８． 成蹊大学 「理工学部 理工学科」 （仮称、設置構想中）には、以下のような特色があります。

貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。

（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

とても ある程度 あまり まったく

魅力を 魅力を 魅力を 魅力を

感じる 感じる 感じない 感じない

Ｑ９． 貴社・貴団体（ご回答者）は、成蹊大学 「理工学部 理工学科」の各専攻 （すべて仮称、設置構想中）は、

これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

　データ数理専攻 →

コンピュータ科学専攻 →

　機械システム専攻 →

　電気電子専攻 →

　応用化学専攻 →

Ｑ10． 貴社・貴団体（ご回答者）では、成蹊大学 「理工学部 理工学科」の各専攻 （すべて仮称、設置構想中）

を卒業した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

　データ数理専攻 →

コンピュータ科学専攻 →

　機械システム専攻 →

　電気電子専攻 →

　応用化学専攻 →

Ｑ11． Ｑ10でいずれかの専攻の卒業生を「１．採用したいと思う」と回答された方におたずねします。

「１．採用したいと思う」と回答された専攻を卒業した学生について、採用を考える場合、

毎年何名程度の採用を想定されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

　データ数理専攻 →

コンピュータ科学専攻 →

　機械システム専攻 →

　電気電子専攻 →

　応用化学専攻 →

 《各専攻について》　※各専攻はすべて仮称、設置構想中です。

◆データ数理専攻／現実問題のよりよい数理モデル化を考えるモデリング手法、数理モデル化した問題を解くアルゴリズムや最適化手法、様々なデータを分析して利用する手法を基礎から応用まで学びます。

◆コンピュータ科学専攻／PC・サーバ・IoT・スマホなどのコンピュータを扱うためのソフトウエア技術を身につけるとともに、画像・映像・音声・テキスト・対話を処理するためのAIを駆使したメディア技術を学びます。

◆機械システム専攻／強度と耐久性、環境や快適さなどを考慮した機械システムの技術と、人・モノ・お金・情報等が関わるシステムをより良く機能させる方法について学びます。

◆電気電子専攻／電気電子・機械制御・情報処理を有機的に網羅した充実のカリキュラムにより、社会・産業・情報基盤を支える理論と実践を学びます。

◆応用化学専攻／健康・医療を拓くライフイノベーションと、持続可能社会を拓くグリーンイノベーションに貢献する人材育成を見据え、ITを活用した化学の学問探究と社会への応用を学びます。

1 2

1 2

1 2

1 2

成蹊大学では、2022年（令和４年）４月に、新しく 「理工学部 理工学科」
＜データ数理専攻/コンピュータ科学専攻/機械システム専攻/電気電子専攻/応用化学専攻＞

（すべて仮称）を設置することを構想しています。
※ ここからは、アンケートに同封している資料をご覧いただいた上でお答えください ※

３ ４

→ ３ ４

1.採用したいと思う 2.採用したいと思わない

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～

５ ６

１ ２ ３

10名

1 2

1 2

４名
５名

～９名

1 2

理工学部
理工学科

１ ２ ３ ４

理工学部
理工学科

１名 ２名 ３名

４

特
色
①

特
色
⑤

１学科の中に５つの専攻（データ数理、コンピュータ科学、機械システム、
電気電子、応用化学）を設置。所属専攻以外の科目も履修でき、融合分
野も学べます。

数学・物理・化学・生物といった理工学の基礎力だけでなく、読解力、文
章作成力、プレゼンテーションスキル、コミュニケーション力といった社会
人基礎力も鍛えます。

1 2

1 2

１ ２

1.必要だと思う 2.必要だと思わない

1 2

理工学部
理工学科

→ １ ２

特
色
②

意識の高い学生に向けて、時代のニーズを捉えた専攻融合型の「特別
プログラム」を設置。「生命科学プログラム」「経営科学プログラム」「教育
手法プログラム」を構想しています。

６

以上

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２ ３ ４ ５ ６

５

→ １ ２ ３ ４

特
色
④

すべての専攻で確かなICT活用力を身につけます。各専攻の専門知識
とICTを高度に駆使して、実社会における課題を解決できる力を養いま
す。

→ １ ２ ３ ４

特
色
③

「連携プロジェクト」科目では、専攻間の垣根を越えて学生同士が協働
し、 企業や地域における課題をチームで解決するための実践力を磨き
ます。

→ １ ２ ３ ４
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